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五 月 午 餐 会

ヲギ月定例午餐会は管工部門の斡旋により下の通り開催 します。 多 数 御 参 加 下 さ い ま す よ ラ お 願 い し

ます。

'1. 会 費 ￥ 350. 00

1. 文化映画 「こんな奈は夢ではない」

家庭生活をテ ーマ{ とした衛生施設

の重要性と利便を物語る・. .

英他文化映画二種

1. 申込〆切 20 日迄会費と共に申込された し

1 . と き 5 月21 8 ( 木) 11時30分集会

1 会 場 今 宿 ク ラ ブ

京区今橋1の15，日本経済新聞社五階

建 築 講 習 会

期 間 Ｕ 月 ＲＵ 日 ｾＶ 月 Ｙ 日毎週 Ｔ 日

会 場 大 阪 建 設 業 会 鎖

申 込 大阪府建築部建政課設計監理主主係

期 間 ( 月 ・火・ 木 ・金〉午后 5 時 半- 8 時半

主 催

￥ 600 ( 会員〉

大 阪 建 築 士 会

￥ 700 ( 会員外)

日 本 建 築 協 会

会 費

近 畿 電 気 電 信 会 館 学 見 会

逓信郵政建築として常に建築界にその様式をアッピ ーノレするが、 叉新しい作品が堂島川 畔に建設さ

れ た。 そこで近畿電通局建築部並大成建設K Kの 抑 斡 旋 に依 り こ の度 び見学が許されたので下記の

要 領 で 開 催 す る こ と に し た。会 員 諸 氏 多 数 御 参 加 さ れ ま す よう満員にならぬうちに御 申 込 み 下 さ い。

と き 5 月28日 ( 木) 1 時集合 建 築 面 積

1 階 108. 05坪

1  集 会 所 大阪大学医学部隣元水交社跡
2 階 145. 81坪

大阪市北区玉江町二

3 階 1a. 45坪

合 計 357. 31坪

見 学 近畿電気透信会錯

敷 地 面 積 525 ∞坪

般 計 近 畿 電気道信 局 建 築 諒

申 込 5 月25 8 迄整理会費と して￥30. ω

施 工 大 成 建 設 株 式 会 社
と共に申込の事。

規 練 鉄筋コシグリ ー ト三階建 但し定員次第メ切ます。

昭 和 28 年 5 月 10 日

日 本 建 築 協 会

会 努 委 員 長 浅 沼 猪 之
士

ロ

大 阪 附 近 地 質 図 表 頒 布

待望の地質図表が漸く出来日下頒布中ですっ

B  5 型 総頁 220. 上質紙オフセッ ト印 刷 装 偵上製

内 容 大阪市 22区 内 に 427 個所

さ界。岸和田。吹田っ高槻コ八尾3 布施。尼崎。西宮。神戸九市に 153個所の詳細調査

図表を納め各区，各市の地図を添付所在を明記した。此外地耐力分布図，標高図，沈

下量，柱状断面図等も一部参考に掲載。

此図表は本会が多年に豆り資料を蒐集したものを各委員不断の努力の結晶です。手にされた各位 よりは

絶大な好評を博 してお り推奨に足るものと信じており ます。 希望の方は下記に依りお賂め下さい。

定価， ￥ 1，200. ∞ 会員一部に限り ￥ 1，ぽ)() .∞ 侶送斜￥00 ∞を別に憂す。

日本建築協会記念事業出版部長尾 崎 久 瑚
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昭和ニ十八年度 ( 1953年〉

同 H 村 田

理事 (編集) 中 村

同 11 /J 、 泉

同 H 越 田 正

問 H 浅 海 治

同 H 大 倉 三

同 ρ 須 賀 豊 次

同 H 松 ・ 村 雄

同 H 山 本 武

監 事 吉 田 安 三

岡 田 辺

経
虎

之

街

次

郎

孝

吾

太

維

社団法人日本建築協会理事会役員

原 信

池 藤

高 輝

中 錬

内 嘉 兵

間 基

崎 甚 太

内

栗

藤

秀

賛

同 P 栗

同 ρ 鴻

同 w 銭

問 N 竹

間 H 山

王理事 ( 主計) 政

問 H 岩

同 H 竹

同 11 /J、

同 w 佐

同 H 伴

造

三

郎

郎

助

産目

吉

治

郎

腰 健

畑 謙

林 芳

東 五

崎 久

木 正

野 )1康 次

木 友

沼 猪 之

西 圭

亀 清ー四

会 長 竹

副会長 東

同 大

要望事( 主記) 伊

同 ρ 尾

同 P 藤

同 ρ 中

間 H 育

同 ρ 浅

同 w 上

向 H 尾

創 立 35年 記 念 事 業 後 援 申 込 芳 名

1， 0 0 0.  0 0  

1 5， 000.  0 0  

1， 000.  0 0  

今 西 茂 雄 殿

渡部〈圭吾〉建築設計事務所殿

飯 田 精 次 郎 殿

上記の通り 4 月号掲載後，御申込を受けましたままに芳各を記 し深甚の謝意を表します

昭 和 28 年 5 月 4 日

謙畑東記念事業委員長資金部長

寄託長を命ず( 元編集長) 沖 田

予而欠員中の書記長上記の遥り任命

集 係 松 井

J中田書記後任と して 4 月13 日附採用

計 係 安 藤 省 三

元会計係安達英男 4 月末日依願退職後任として

4 月14日附採用

項 〕事局務〔事

幸本務 係 橋

欠員中の助手 4 月 1 日附採用

子
庶誠

上

信往来編集部は朝日ピノレ事務所に在りしが 5 月 1 日よ

り天神橋大阪建設会館分室に移し戸川弘を朝日ピル事

務所主管に配した

以
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事 務 局 分 担 事 項 及 配 置

係

安 藤

係

松井 ｾｧ 光 ( 助 手 欠 員 中 〉

建 材 部 ( 関 西 建 材 会 事 務 専 属 〉 嘱 託 鹿 内 武 三

朝日ビル事務所主管 戸 川 弘

浅 倉 純 子

:x. ズシ) 11  笹_， 

/ V-

t ヨ

計

集

，、.

2 ミt

績

衛

山田唯美，橋本幸子

栄

誠

電 東 861 番

和

回

大

f中長

係

沖図書記長兼務，

大 阪 建 段 会 館 分 室

常務理事 ( 事務局長〉

言E

務

書

庶

会ta 築建本目

電 北 浜 1334

昭 和 28 年 5 月 1 日

朝 日 ピ ル 事 務 室



リ オ ・ ス ポ ー ツ セ ン タ ー

事提要 リオの中心告f > にあるスポーツセンタ ー

としてのこのそ ニ ュ メンタ yレな計画 は、第 2

段階の建設に入っている 。 現在は15万 人 収 容

の大スタジアムが完成して 、 次に 35，000人 収

容の体育館( スポ ー ツセンターの中で 2 番目

に大きい建物〉が建設されている 。 この会計

閣 が 完 成 すれ ば、セ ンターは水泳プ ール 、 テ

ニスと パスケ ットボー J レ用のコ ー ト、 競 走 場

射 的 場 、 音 楽 堂、運動場、遊困地をもつこと

になる。

リオ・デ・ジヤネイロ ( ブラジル)

建築家 R aphael Gal vao， 

Pedro Paulo  Bast os  

Ant onio  Di as  Car nei ro 

Or l and Az evedo 

中 央 が 大ス F ジアム

右 下 j;: 体 育 館



ス タ ジ ア ム

リオ ・スポ ーツセ γ ターの中心、にあり 、収容人員 は指定席

3 万人 、一般席9万 人、 スタ ンド席 3万人の大規模な円形ス

タジアム であ る。 この大スタ ジアムは何よりも観衆の動線

が孟要時題であるj J i 、これは、 大事な傾斜絡が、内部のす持

↑ スタジアムは、高き 23米。 15万 の観衆

の各々 が 相 野のよくきくよ うに叉斜路の備

は15分以来で場内に収容されるよう設計さ

tl.. てい る。

長線は、98フィ ー トがカンチレバーとなっ

ている 。

恭べての階段座席や水平通路に通す・るようにして、動線問題

を解決していろ。傾斜路のスロ ープは10% 以内である。内

部には色々の観衆のすこめの諸施設が完備されている。

断 面



体 育 館

35，000人収容の体育館は、こ の リオ

・スポー ツセγ ターのな かで第 2 呑自

に大きレ建物 ( ユニット 〉であるが、

目下建設中である 。 この体育館は、 巨

大な スタジ アムと対照すれば、ノj、さく

凡え るけれど、 久ポー ツセ γ ターの一

環と して、 かな りの規模をも っ て い

る。 ; 喝さはスタ ジア ムと殆ど同じの21

米程 ある1ぺ配列がぎこちないと色 々

と感想があったら しいが、最終デザイ

γ は、ジ ニぇタ ジアムとよく調和されて

い る。 しかし、 それ自身と しても い き

いき しに個性を維持してい る とヤわれ

る。

ドーム は、アーチ測の骨組の上に作

られ、水平通路及び傾斜路炉、そのド

{ ムの周りに取りつけられている。

傾斜路l玄、 最大1 0 %の勾配で、細い

アーチ骨粗で支えられ、会入場が15分

以内でできるような帽をも ってい る。

構造は鉄筋コ γ グリ ー ト進であるが

自然換気に用う実用的な ルーヴアー (

l ouver) や、 日中の明りを取り入れる

はめこみガラス とを有するドームによ

っ て、丞苦 しいE主体の感じはな〈 なっ

てい る。暖房システムはなく、ま ずこロ

ッカー室や トイレツ トを除いて換気裟

置 は な し す べ て 自 然 光 や 自 然 換 気 と

を受け入れるよう設計されて レ る。

35，0∞人の観衆のすこめのi諸設備は、

それぞれの階層に応じて 、種 々の部瀬

に分配されている 。選手や実演者のすこ

めの施設は、繁一階層にあり、完全に

他の観衆と分離されて い る。更衣室は

競技場i二通す・る 地 下 に 設 け ら れ て い

る。この体育館の一階は 114ポツグス

に割当てられ、684人の特別席、4450人

の指定席をもっ。地本階は一つの特別

室と賓客用の応接室とをも っ。 2 階層

は21，220人の一般席を有し、 3 階層は

ｾｧｾＹ 人の ス タ ン ド席をもっ ｅ

主要階平面略図

〈種 々の点線は動総を示す)

A パ

B  トイレッ ト

C  芸能人用室

D  選手用 シ ャワー ， ロツカ {

E 楽 祭 用

F 審 判 室

G 傾 斜 路

H 切 符 売 場

右 図 説 明

ドームのコ γ P リー トの殻面

にめるはめこみガ ラス は日中の

光線を もにら す ( 中図〉。 開閉

可能な不燃性の Fレーダァーは自

然換気を行うこと jJ: 出来 る ( 下

図〉。 ロッカ一室や化粧室は補助

的に換気ダ クトを もっ〈上図 )0



断面図

1  

‘〉

・4

3  

垣 i

4  

立面図

左 図 説 明

35，0∞ 人の収容におrいて、動線は体育館における主要な問題

である t えそれは左図のように解決きれている。

1、凶君主者の入場

2、 来資席 、特別席、指定席への入場

3、 2 階より 一般席への入場

4、 3 階よりスタソド席への入場

下 図 説 明

この体育館は亦種々の競技が出来るよう 計画 されてし、る 。
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大阪府立体育会館

息

正 面 壁は クリ ー ム 、 屋 根 は グリ ー γ 、 柱裂は 、 赤褐色テラゾー 、

関空豊はヒ・ γ 人 前方左の旗竿台は白色、右方の球は白色、球台

は黒色、何れもテ ラヅー。( 屋上の球はア ドパ J レー γ である)

左後方に見えるのは大阪球場。

所 在 地 大阪市浪速区新川町 3 丁目

建 物 面 積 1 階 1258. 282坪

ヨ 階 610. 441坪

計 1868. 623坪

収 容 人 員 2，600人

( 工事概要は本文参照)

正直下部の出入口は玄関ホ- ) レに接する 。 正面中央に見える

のが映写室、 その下が特別観覧席。左側スタンドの中央にある

競技 場 凸出部は放送室、鉄骨柱の上部に送風用ダグトが見える 。



大阪球場よりエ事中の体育会館を望む。

開館式風景

国主主の下にある

舞台は競技の際は

右の写真の様に床

面まで下る 。 こ、

では手前からテニス 、ノミレ ーパ九ケットの試合中である 。

隅の壁面に点数表示繋と残時間表示器が見える。
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シャワ一室 水平バイプよ

り温湯叉は冷水が噴出し歩

きなが ら汗を洗いおとす。

食堂の一隅 壁は検フローリグ採り 、 クリア

ラッカー仕上げ、 天井は中央部がアコーステ

ッF ス、 周 囲 部 が プラスタ ー、照 明 は 後 光 燈

の間接及半間接照明 、正面左方の模織は壁板

の一部を切り銭き内側よりネオンラ: 1 トの問



ア サ ヒ ア リ ー ナ

建 物 の 概 要

イ立 置 大阪市北区中之島 2 丁目 21番 地

殴 計 施 工 株 式 会社 竹 中工務腐

敷 地 面 積 1，590，89呼

建 物 面 積 1階 1，127. 28坪

内 H ン グ面積 510. 9坪

(60. 8米 X 28. 0米〉

2階 377. 46坪

建 物 鉄骨・造ラス張り 一部 鉄 筋 コ Y 9 リート造

トラス U. S . ハンガ ー

屋 根 アルミ 君主板使 用

ス ｾｙ ド ｐＮ S.  コシグリ ー トブ' ロツ

グ敷

外 装 色 モ J レタ ル掻 落 し 仕 上 内 装 色 そ ん

}l ) レ掻 落 し一部 モルタ ル仕上

正 面 玄 関

設 備 の 概 要

冷 凍 般 鋪 冷 凍機 、 高砂荏原式タ ーボ冷凍 機 150馬

カ 3基

9 - 1)ン グタワ ー200屯 換 気 ブ ア y

電 気 鮫 循 リング内 照 明 1，5∞W 30 ケ

非 常 燈 6 0 W 30 ケ 一般 照 明、 後 光燈

舞 台 照 明、 ボ ーダー ライ ト、 プ ッ トライ

ト、 スポット ライ ト 場 内放 送 130W

赤外 線による 靴乾 燥設備

電気 時 計 5 ケ

褒 電設備 受電電圧 3，ωOV

受 電 容 量 9 5 0 K W

発 電 設 備 300馬カ 5 0 0 K W 

給 排 水 滋 備 給 水 市 水 圧 力 式

圧力 水槽 2. 0米 x 4. 5米

給 水 ター ビン ホ. γ 7

口径 3. 0吋 x 7. 5馬力 1基

コシプレ ッサ ー 口径 1. 0吋1. 0馬力 1基

排 水 、 市 下水 管へ直接 放 流

消 火 鮫 備 室 内消 火 栓 8 ケ所 口径 1. 1) 吋

給 湯 倣 備 瓦 斯 ヒー タ{ より洗面 シャワ 一室 に給

湯

英 他 諸 般 傭 観 客席 、舞 台 、放 送 設 備、映 写 設 備、 休

憩 室、 食 堂、喫茶脂、売 腐等



1 階

1  スケ ート リγ ク

。“・ τョ
ピ

3. 切 符 売 場

4. 事:
務 所

5. 売 庖

I  I  

7 更 衣 室

8  ロ ッ カ ー 室 》

8- J .  携帯品預リ室 〉

9.  1を 靴 室 〉

10.  靴 修 理 室

11 靴 乾 燥 室

12 医 務 室

13 控

i  t込用 11:14.  51ι 之

15 宿 直

16. 使 所

16- 1. シ ャ ワ ー 室 Ａ ｗ ｾ 、…
- 寸 • 司、̂- 、̂- 、〈

17 倉 llI! 
'  '  '  

18.  機 械
号雪

2 階

p. tゴr ー -1

19. 舞

a口，. 、

20.  予 備 室

21. 広 H司

22. 送 風 機 宣言

23.  1/ 

24.  喫

25.  放

26 観

ラ

茶

送

覧

プ 室

ｾ＠

主主

席

'一_ j l

13 

コ ー ナ ー よ り 望 む

16 

18 



国営阪神競馬場第二馬見所

重量計監理 中 西 六 郎 建 築 士 事 務 所

施 工 株 式 会 社 和 国 組

位 置 兵 庫 県 武 庫 郡 良 元 付 字 鹿 甑

構 造 鉄筋コングリ ー ト造 3階建 (ノj 、屋鉄骨造》

面 積 基 本 階 ( 3 階〉床面積 398. 8:>坪

収 容 人 員

地 階 床 面 積 3. 89坪

1 階 床 面 積 248. 67坪

2 階 床 面 積 ｬｾｓＮ＠ 25W.  

延 床 面 積

屋 根 面 投 影 面 積

779. ul 呼

59u. u2坪

4.，00: >人

着 工 昭 和27年 I I 月27 日

竣 工 昭 和四 年 4 月 1 日

r.:::= ＺｾｾＮＮＲ･Ｎｾ ｾ ｾＢ‘ 包史 ｾ ＮＢ ・ ・ ， ・
.  
ー

北 面

梁 及 桁

柱

軒 高

梁の持ち向し

鋼 板 合 成

鋼 板 合 成

前 50'

30'  

基本階 ( 3 階) 平 面 図

③ J l 見 応

⑮ 一 般 ffli (座 座 )

⑥ 特 別 府 ( 防 子 ， - g )

15 渇 沸 場

16 放 送 路

油性ペイント塗仕上

油性ペイント塗仕上

後 41'

17. 7 ベツク 2人fiC

18.  スポツク 4人席

19. バル コニー

n 階 段 踊 場

十一白 ーー

4  



南 面

屋 根 亜 鉛 鍍 波 形 鉄 板 葺

外 装 モ ル タ J レ塗セメ y トガン吹付

主主 具 木製油性ベイ Y トぎ仕上

風 防 ス グ リ{ γ 鈎 製 油 性ペイン ト塗仕上

61.< 恥 一一一一斗

」 J 量一両

一 階 平 面 図

4  

0  

断 面 図

1. 設票所前面温路

2. 設 票 所

3 食 堂

4. 物 入

③ 立 見 席

。 一 般 席 ( 座席)

③ 特 別 席 ( 精 子 席 }

一階平面図

1. 投票所前面通路

2. 遁路スロープ

3. ｾ車道

4. 設 票 所

5. 男 子 便 所

6. 女 子 使 所

7. 投票所周女子便所

B・ 投票所周努子健所

9. 踏 込

10 湯 沸 場

11 . 化 粧 盆

12. 無耳将苦{ 寺定

13. 資 庖

14. 物 置

一一一一一一一一寸_.・'--'

• • • • • • • • • • • • 
ｉ Ｍ ，ｾ斗 ニ丘 ｊ 一一ｌＭ Ｎ ｟｟ｪ一一ｪ｟｟ Ｎ ｟｛ーＮｾーｌ｟｟｟ｪ←」一一ＮＱＭＭＮＭ Ｑ Ｍｊ ー」



T WO- F  A C E DS T  A DI UM 

Gr and J unct i on C ol. 

建 築 家 Smi t h， Hegner  &  Moor e， 

構、造 家 Mi l o S .  Ke t c hum 

一方にフットボー f レ・ファン用の 2，400人の座席と他方に野球 7 アン

用の J ，200人の座席が設けられて い る。 この 中央に 、2，500平方フィート

の広さをもっロッカール ームj ; ; ゐる 。フ ットポーノレ ・ファン用の上層の

カ ンチレ パーは夏期の野球ファンにとっては 、 日よけとなる 。 会計画コ

ストは5万 8 千ドル 、1シート 当 り、16 ドルの{ 氏コストである 。

f or um De c.  1952 

断 面 図

T  Y P ICA L  S E CT I ON 

鉄骨とコ ングリ ー トを効果的に 用

いすこ両面用スタジアム。先端の絢く

なっている鉄骨、カ y チレパ ー式、

ス ラプ基礎、 プレキャ ス トの上層部

座席が考えられている 。

↑  

プレキ ャストの座席を起 111機 で 組

立てて いるところ。

左側がフットポールファン ffj

本側が野球ファン用



大 阪 府 立 体 育 会 館 建 設 に つ い て

最近における室内スポーツ熱の勃興を機として、大阪

府においては、一般府民の体位の向上を目的として、南

海電車難波駅より至近の地に府立体育会館の建設を実施

した。近くに大阪玲楊を控え、更に最近スケート場をも

完成したこの地主主は、本施設をも含め、大阪における一

大スポーツセ y !l ーとして府民の前にクローズアップさ

れてきた。

本施設の設計に当り、昭和25年 3 月、大阪府及府教育

委員会、並びに各種スポーツ団体等の関係者よりなる建

設委員会においてこれが構想念ねりはじめてから昭和zl

年10月3 日開館式をあげるまで 1 年 7 ヶ月の長日月を要

し漸く完成を見たのであるが、此の種施設; ま参考となる

ような既設のものが殆んどなく、しかもこれが利用につ

いての要求があまりにも多く雑多てーあったため、設計は

かなりの困難を伴った。パスケットボーノレ、パレーポ-

J レ、テニス、サッカ一一・・等々本施設の主要目的の外、

相撲、ボ クシング、映画、音楽、舞踊などの公演も可能

であることが要求された。このためいろいろの設備が附

加されねばならなかった。例えば大きな天窓とこれ昔::-i 虚

蔽する陥幕装置や動力によるせり上げ舞台と之に附随す

る平年その他の装置、或は映写室とスグリーシなどでおっ

て、これらのものを各種室内競技場としての機能をさま

たげない様に設備する点に、めんみつな注意と特殊な工

夫とが必要でおったし、同時に限られた予算の或部分が

これに消費された。従って之等の附加され設備は必ずし

も充分満足すべきものではないが、本施設の利用状況と

その頗度から今後なお研究すべき課題として残された問

題である。

本施設は競技場と観客席と管理用諸室と三つに大別す

ることが出来るが、競技場: ま巾42米長さ 50米、高さ18米

を宥し、パス ケットポ - 1レ或はテニスコ ー ト三国を設置

するに充分な広さを有する 。床は桜フロ{ リシグ張りと

し、摂太間には防音のための銭暦をつめ、叉防湿用ルー

フイング及松坂下張りをなし、仕上げは亙麻に泊を塗布

した。天井が図形であるため、著しい反響が予怨された

ので、天井面及壁の上部には木毛板及蛭石モルタル等吸

音性の材糾を使用し、反響を防止すると共に、適当な余

響時間を与える様に設計したが実施の結果は可成満足す

べきものであった。街天井には大きな天窓があって、夏

季において相当な暑熱に悩まされるおそれがあるので、

爾余の部分を姪石モルタルと木毛板とによって、断書理的

にすると共に、建築規準法に規程された耐火の目的をも

竹 内 成 実

併せて達成し得た。 室内照明としては、 加Ow 300箇、

1 k w  8 箇を以て、約 Zl Oルックスの照度を与え、街中

央部( 主昇圧装置によって約 20% 照度を憎し得る様.こし

た 競技場における蛍光灯の使用については、そのちら

つきに対して充分の自信がもてなかったので採用しなか

った。暖房設備は本施設の様な天井の高い建物について

は、技術的にや L 困難であるのみならず、競技場J二( まあ

まり必要と思われないので各事務室のムシこ止めたが、冷

房について去、予算の関係上、実施し得ず換気装置のみ

にと Y めねばならなかったことは誠に残念であった。映

函館や恩陽とちがって、禁煙とするわけにも行かないの

で、強力な換気装置が必要で・あって、ボグ シγ グなどの

場合、強いスポットライトに照らされた芸員々たる煙は想

像以上のものがある 。観客席は競技場より約 2 - 5米高

く、収容人員は26∞である。座席は椅子を設けず各Eおこ

板を取り付けただけであって、一見や L 粗末な観を与え

ているが、之は収容人員を指すためと 、相撲の場合筏放

として使用するための止むを得ない措置であった。階段

{ 土内部に 4 ヶ所を設けたのでらるが、先般の大相撲春場

所10日目打出しの際決測した結果、当日の収容人員約 1

万人が場外に出るのに12分を要した。客用便所は建物の

四隅に夫々配置し、その一つは女子専用便J明としたので

あるが、実際的には同一箇所に男女便所を設; ナ入口の位

をはなす方が使用上便利である 。

管理用諸室: ま一般観客席とはっきり区別されることが

必要で為って、盗燦の防止、公演中における入館者の整理'

等特に重要な問題が多い。事務室にしても会館事務室の

外、各種催物の際における役員室、或は相撲の如き一定

期関連続使用する興行物の臨時事務室等、幾多の室を必

要とするc 備競技場内における電灯の点滅、場内放送、

換気フア γ の運転等の装置は出来る丈一室にまとめ、場ー

内の状況に即応して直ちに操作しうる機な位置におくべ

きで、この点に充分の考慮、が払われてないと 、操作上甚

だ不便であるばかりでなく人的にも大きなマイナスにな

る。殊; こ満員の際など通路も歩けない様になることもし

ばしばあるので、一応そこに立って観賞出来るような通

路ぼ、混雑の際1ま通路とみなしえないということを笑見

し、場内交通と通路の問題に一つの示唆を受けた次第で

ある 。

本施設は設計にあたって前述の様に、府関係者の他、

各種スポ { ツ関係者或l主葵術家等の参劉の下に数回にわ

たって真鎚な研究討議が行われ、設計者に於ても、これ

1 3  



を 「如何に」建築するかというより 、 「何を」 建築せん

とするかと L づ黙意にもえて、建設に努力したのであっ

て、細部に於ては研究すべき点がいろいろと残されてい

るが、か与る意味において本施設の突現はまことに有意

義でゐり 、今後続々と建設されるこ とが予想されるこの

種体育施設にとっての他山の石ともなれば幸いである 。

本工事の概要沈下記の通りである。

所 在 地 大阪市浪速区新川町三丁目

工 期 着 工 昭 和2:7年 1 月8 日

竣 工 昭 和'z7年11月初 日

殴計監理 大阪府建築部営繕線

o1ii エ 鉄骨工事 k. k.  巴 組

建築工事 k. k 新 工 務 所

電気工事 栗 原 工 業 k. k

給排水衛生工事問〈栄輿商会

所要経費 147，700，0∞ 円

建 物 繊 裏

面 積 建 坪 1，258坪 延 坪 1，868坪

事陽造 スタ γ ド及車曲部、鉄筋 コシグリ { ト造

屋 根 鉄骨耐火構造大波型スレ

ｻ ト葺ピニ ｾ ｬ レ塗塗料

外 装 ソリヂツトスタイン掻落し一部人造石

鮫 備 緩 要

電 気 殴 倫

30 K V A  3 台、

イ、変電設備 変圧器容量 50 K V A  3 台、

場内動力及電灯に 220V及 1∞V で

給電する。

口、予備発電波倫 100ft' 4 気筒ヂーゼJ レ機調に

卸 K V A発電機を直結する。

ハ、電灯殴倫 競技場は本文記載の通り。各事務

室は蛍光灯使用。

こ、動力設備 30IP送風機2 台、 5I P排風機 4 合

せり上げ舞台用電動機5 l:P、 スグ

リーン捲上用 5 l:P各 1 を有する つ

ホ、弱電般倫 各室連絡用 としてインターホー γ

場内放送設備 として 5 0 W増 巾機

「マイクロホ γ J rレコ ー ドプレ

ヤーJ を設備 し、 場内に1 0 Wトラ

ンベットホ ーγ 3 ケを、各主主に電

気時計を設置する。穏球、排球用

として自動点数表示室主及残時間表

示器を設置する C

衛 生 鮫 備

給 水 市水道管より 7 5 mm管にて分岐して

給水。

消 火 柱 1 階 6 ケ所、 2 階 4 ケ所

シャワー 浴室内に横型の ものを設備

全集気工事 排風機デ f スグフア ν 4 ケ、 径36吋、

風量 14，4∞C F M両楼に取付、送風機

シロツコ型 2 ヶ、風盆 2:7， 5α >CF M、

ダグトにて送風

瓦 斯u倫 浴室、シヤワ {、 炊事場及各事務室暖

房用として使用

主な所要資材 銃材 563 トシ セメント 786 トγ ・

使用労務者数 延 30，860人

( 筆者大阪府建築部営繕課長)

業 者 か ら 体 育 会

大阪のスポ ーツセンタ ー難波の野球場及スケ ー ト場に

隣接して建設された大阪府体育館は建築中数回に亘り高

松宮の街陳臨を仰ぎ東京に先んじて建設された事は大阪

市民にとって大なる誇りで、ある。この建設を担当 した府

当局者は勿論の事新工務所の栄誉も亦永久に感激のさめ

る事はないであろう 。

戦後日本人の体質向上をめざして幾多の図難を克服し

て、この駁堂を克ち得たという事はスポーツ界の喜はい

う迄もなく 、今後幾万幾十万のスポ戸ツマ γ がこ l. yこ技

を競い情の待舞台として、こl . fこ集まるだろうと考える

だけで何か胸のふくらむ思いがする 。

如何なる建設の場合でも最初の設計を施工に迄進める

上に於て、 多少変更を余犠なくされる。さていよいよ施

工するに先だって、施工法叉は使用材料と色々研究し 、そ

の結果によって変更し最後に好結果を得られたとき、施

工当事者にとってこんなにうれしい事はないのである 。

何分当体育鎗l主予算の関係上絡納軍に使用されていた

古鉄骨を活用したとし、うわけで設計に無理があったと思

'1 4  

る

赤

みを館

松 修

う。例えば平商が長方形7こなり観覧席の四隅に死角を生

じる事は止むを得まいと恩ったが、その英差点、を好妙に階

段等に利用し、平面上の政綻を最少限にとピめたという

事は設計当事者の苦心の跡がうかがえる c

施工に直接当った莱氏の体験談によると 、屋根の塗i併

に始めての試として耐アルカリ性のピニール塗斜を使用

したが、色彩がうまく統一出来ず三度も塗直 L をやり、

叉床張の場合防音上床板張の下の間際を鋸暦で詰めその

上に 1 寸厚の床板を張り上部は桜のフロ ー リシグの二重

床となっている。この精板を.張るに際して床箇積と湿度

の関係上乾燥材は床を上に膨らませる傾向となり 、普通

人工乾燥の 8 %より 15% 位Jこもどして張った方が結果は

良好で、備床下の混凝土打の上に完全なる防水セメシト

を施した方がよし、。最後に壁の蛭石のコテ押しはやは り

掻落しとすべきではないかと思うのは防音上叉は蛭石の

性質上必要ではあるまいか。

筒工事の進渉情況及概略予算次の通り c
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Z  体 育 会 館 の 管 理 者 Z  

Z  か ら の 感 想 三

その後は御無沙汰をしています。昨年12月2 日ずけで

体育会鎗勤務を命ぜられまして、 こちらへ来ておりま

すc 建築部在勤中に、いく度か「建築と社会J への原稿

を依頼されながら、生来のずぼらが崇ってついにお約束

を果すことができず申しわけなく思っています。建築部

で初めて技術行政を体験した私は、最初のうちは何だか

陸へ上った河童のようで一寸とまどいの感じでしたが、

今度の仕事も相当永い私の役所生活中にも全〈見られな

かった分野といえましょう 。 まあしかし危かしい足どり

ながら庖聞き早々の商売人よろしくどうやらやっており

ます。

ところで先日府の営繕課長T 君から「建築と社会」の

特輯号として体育会館を採り上げることになったから、

私Fこも何か審けとの註交を受けました。建築部時代に何

かとお世話[ こなった主主埋もあり 、それに体育会館の宣伝

になるなら、私にとっては大切な商売ですから T 君に承

諾の意を伝えたのでした。 ところが執筆者の顔ぶれを聴

いて見ますと、建築技術面は T 君が、また、体育専門の

立場からは保健体育課長 I 君がそれぞれ担当するとし、う

ことです。T 君は、貴兄も御承知のように定評のある文

怨家で騒い怨致で時折貴誌にも容積していますし、 I 君

は、わが国の体育界の重鎮としてこれ亦多年の穏蓄を傾

けてその抱負を伝えることでしょう。そう・なると特別の

専門的知識をもたない私( 主、 まことに惨めな存在です。

苦暗殺刻、やっと想到したのが体育会懲の憎まれ口を叩

くことでした。恐らく両君( 土、それぞれの専門的な立場

や理想から美しい拶を体育会館に結んだのでしょう 。そ

の美しい夢を、しかも運営の鈎に当る身の私が多少とも

けちをつけるような形になるのは、 日頃敬愛する両君に

まことに礼を失した話ですし、内容も専門家の貴兄には

極めてお粗末なものであることは判り切ったことです。

でも今の私としてはそれ以外にお話をする何ものもない

のですから両君も貴兄もきっと御寛恕下さることと患い

ます。それにここで暮した数ヶ月の間に、私も私なりの

小さい夢をもつようになりました。たとえそれがどんな

に貧しいものであっても 、貴兄なら耳を傾けて下 さるも

のと信じ 、思い切って書くことにしました。ただここで

あらかじめ御諒承を得ておさーたいことが二点あります。

第ーは、体育会鎗建設が計画された当時のいろいろな

巧中回

さ ん へ

区 さ ん

工 事 概 要

第 1 期 工 事

1  主体鋼筋コンクリート工事

請 負 業 者 株 式 会 社 新 工 務 所

期 着 工 昭 和2:l 年 1 月8 日

銭 工 昭 和2:l 年 3 月31 日

1，638万円

セメント 15，350袋( 金額6，293，500)

銅 筋 286屯 (11 10，810，側)

鉄 筋 工 事

諮 負 業 者 株 式 会 社 巴 組 鉄 工 所

期 精 工 昭 和2:l 年 1 月10日

竣 工 昭 和2:l 年 6 月30 日

誌負金額 1，599万円

支 給 材 鉄 骨 114屯 (456万円)

第 l 期工事費合計 54，034，300円

坪 当 単 価 建 坪 当 39，5∞円 延 坪 当 25，8∞ 円

敷地面積 2，522. 98坪

建築面積 1 階 以 583 8 2

ti下

言十 1，868，723 

工

務負金額

支 給 材

K  

主E

2  ｾ皆 ＶＱＰ ， ＴＴＱ

工

2  

第 2 期 工 事

1 建 築 工 事

ま 湾 負 業 者 株 式 会 社 新 工 務 所

j切 清 工 昭 和27年 8 月13 R

竣 工 昭 和2:l 年11月20 8

ｾｾ負金額 Ｔ ，お Ｘ 万円

支 給 材 セ メ ン ト 370袋 ( 151，700円)

延坪単価 21，0∞円

給水衛生瓦斯工事

請 負 業 者 株 式 会 社 栄 輿 商 会

卸 売 ま 工 昭 和27年 8 月

明 竣 工 昭 和27年11月20 8

E背負金額 752万円

坪当単価 3，600円

電 気 工 事

請 負 芸 走 者 栗 原 工 業 除 式 会 社

期 着 工 昭 和2:l 年 8 月

竣 工 昭 病m年11月20日

誌負金額 985万円

坪当単価 4，7∞円

第 2 期工事費合計 61，401，700円

総 工 事 合 計 115，436，000円 ( 支給材共〕

坪当単価 建坪当 84，500円 延 坪 当 55，∞0円

( 筆 者 新 工 務 所 〉

工

工

工

2  

3  
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- 情勢一一特; こ資金の問題一ーです。今にして思えば、府

当局がこれだけの施設を建設したことは余程の大英断で

あったことでしょう。だが「予算」としづ殆ど絶対的と

もいえる制約を受けねばならなかったことは、 まことに

. 止むを得なかった次第です。T 君や I 君の美しい夢もい

ざ仕事にかかって見るとこの絶対的制約にかき苦しされて

果かない悲願に終ったのかも知れませんね。このこと

は、私にもよく理解できます。

次( 主、T 君と I 君の 夢の調和問題です。臭った立場に

立ち、異った翠想をかざして描く両君の若手の内容が異っ

ていることはもとより当然としても 、問題は両者の調和

一一一妥協一一ーです。現実に笑を結んだ夢の上に相互に統

一~一貫性~を欠く結果となったのもまことに止むを得

ない事情があったので・しよう。

以上の二つの点、を念頭において以下の私の憎まれ口を

お聴き下さらないとこの会館の建設に全霊を打ち込んだ

両君の努力を設却することになります。

さて、会館の使用者である私達が今一番困っているの

は「換気」の問題です。貴兄も御承知かと存じますが、

昨年12月初 日ずけの朝日新聞の「こだま 」欄にも この問

題が採り上げられていましたし、その後数回行われた拳

i 関試合や映画会のときにも場内に立ち鐙ゆる薄務のよう

な煙草の煙は、どれだけ私達をやきもきさせたことでし

ょう 。競技場では禁煙を原則としている会館でも一般観

覧席での喫煙: 主可能となっていますが、 これ松艇が視野

をさえぎるとは予想されなかったのかも知れません。三

月八日から始まる大相撲春場所に備えて大急ぎで山岸式

グエンテイレ- 3 < ーというのを取りつけて見たものの、

何分にも相撲客( 工数も多く、また長時間にわたって煙草

をふかすためか、あまり自に見えた効果がなく、私達を

腐らせています。

次は、室! l J のバランスの問題です。なるほど体育会館

は、踏込を翰として見事なシ γ メトリーを保っています

し、館内を一巡する人達の自には快い秩序感を抱かせる

ことでしょう 。だが実際にこの施設を使用して見ますと

業務能率の上からいろいろ不便を感じるのです。例えば

事務室が十人足らずの職員しか容れないように設計され

ていたり 、器材倉庫が小さい割合に食堂の厨房室が不必

要に大きくなっていたり、また、更衣室などもロッカ ー

が多過ぎて却て用をなしません。造形上の量産しさや競技

ホー J レの広大を誇ると共に管理者の業務能率への配慮も

あって欲しいものです。

第三は、暗幕です。御承知のように、会館の屋根には

棟に併行して幅 6 ・48米、長さ 50米のスカイライトが二

列ならんでいまして、映画をやる場合は壁商の窓とーし

ょに暗幕を引くわけです。ところがこのスカイライトの

，部分の暗幕がどうしても光線の遮蔽がうまく行かないた

・めス F リ{ シの酒面は白くぼやけ、光が観客の視野に入
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って来て大へん不愉快なんです。講習会の後などで参考

吹函でもやる程度なら我慢もできましょうが有紛の映画

会などは一寸冷汗ものです。尤もダイヤモンドトラスの

関係があって充分な工事はむつか しいでしょうから、 i虚

蔽装置は屋根の外側へ取りつけない限り根本的な解決は

困難かも知れませんつ

第四は、送風施般です。換気装置が不充分なことは前

に申しましたが、送風施設も工合が悪いのです。という

のは、通風のためモ ーターに電気を通じますと 、モ ータ

{ の音とフアシの風を切る音とがよダグトに伝わって物凄

い騒音を発するので、す。これはどうも施工の問題ではな

くて設計上の失敗であって、やはり送風機室は建物の外

側に設置すべきではなかったかと思います。

最後に、箸備、消防 との関係について触れることにし

ましょう。私達が会館を管理するに当って最初に逢着し

たのがこの問題です。恐らく設計者の窓図は、会館から

受け取る感じが民主的で意見しみ深いものにしたかったの

でしょうが、この考え方は警察や消防当局の見地とは相

当遊離していたようで‘ す。あまりにも開放的にできてい

る会館の姿は、その筋の目には全く無防備の状態に映じ

たのに遠いありませんコ正面倒の各室の窓に鉄の函格子

をつけたり、非常階段を待望設したり 、消防ポシプの水圧

を高めるために水槽を造ったり 、ま あ私達としては思わ

ぬ金を注ぎ込んだわけです。

以上 五つの点は、私が着任してから大急ぎで手を加

えたものの采だに解決が得られずに図っている問題で

す。今後この種の建築が行われるときに多少とも :a互参考

になればと思ってお話した次第です。さらに私は、工事

施工についても二、三お話したい問題もありますし、ま

た 、貧しいながらも一応の対策も考えていますが、話の

焦点がぼやける心配がありますので今日は割愛させてい

ただきます。

ともあれ与えられた設備と条件の下に会館を良くし、

機能を充分に発揮することが私達の任務ですから、なけ

なしの才覚を働かせて絡好だけはつけたい考ですが、微

力な私ではこんな小さい夢を実現することすら淡い願望

に終りそうです。

長々とおしゃべりをして申しわけがありません。平素

から筆不精で寄くすべを知らない私には、お話したいこ

とが沢山ありながら意を尽せなくて残念です。まま兄も月後

掌柄ずいぶんお忙しいこととお察ししますが、お闘の節

には: 是非一度お遊びにおいで下さし、。決して愚痴ばかり

お聴かせするようなことはしないつもりです。では御機

嫌よろしく。

昭和2畔 3 月24 日

K 様

( 筆者体育会館1 l I 1J 館長〉



「 都 市 計 画 か ら 考 え る

スポーツセンターに就て

中 沢 誠 一 郎

一一ーは: し カZ き 一一一

私に与えられたこの標題については、先づ問題の範囲が広いことのために、何を諮ってよいかに迷ったこと

を初めに断っておかね: 王ならぬコ最近のはやりであるスポ ーツ ・セγ ターとはどんな性質のものか、都市のど

のようなところに配置するのがよいかコ更に一歩をすすめて、都市計画的にはスポ ーツ ・セ γ ターにはどのよ

うなスポーツの種須が取り上げられねばならぬか、それらに対して、どのような面積とプラシが必要であり 、

それらをどのように綜合、配置すべきか。これらの問題を考える上に、一体スポーツというものが都市的機能

の上でどのような重要性を占めているか。従って都市の施設として、どの程度のウエ { トを考えるべきかも重

要な課題にちがいないっ恨られた紙面では、どの問題をとりあげて見ても、 とても尽せないであろう。それば

かりでなく 、それらは互に関連しているのであるから、こ L では何を中心に述べるべきかに迷ったのである。

またスポ - ; 1 というものを競技本位に考える場合と観衆を含めたものを対象とする場合とでは考え方がちがっ

てくる 。また施設の主体を公共約;こ見た場合と、営利的に見た場合とでづ立内容が異ってくるであろう 。このよ

うな色々のテーマがこの標題の中に含められているのではないか。

こう考えてくると、これは恐らく多くの人々が、色々の角度から色々の問題を述べられるのではないかとい

う心安さを感じ、私はむしろ都市計画の立場か ら重要と忽われる 2 、 3 の希望を提出すれば、買を果すことが

出来るのだろうと勝手にきめたわけである 。むしろ、これによって都市計画というもの与考え方、あるいは、

あり方に関心をもっていただけるなら望外の幸とするものである。

1 スポーツの流行とその大衆性 昨年から急に登場してきたスケ { ト場は、アサヒ ・ア

現代のスポーツ界で王座をしめるものは何といっても りーナ、大阪スケート ・リγ 夕、郊外では深江がある。

野球であろう 。嘗ては一高対三高の野球戦、早鹿野球戦、 これは冬期の都市スポ - ;1場として、はやりだしたもの

大大学野球戦、甲子園野球戦、西宮球場の野球戦から、 与一つであろう。

最近のプロ野球戦 ・激主主対抗野球戦に至って、今では全 スポ{ ツには、野球で見るように或る頂点がなければ

畠を野球色でつ与んで‘ いる。告書々浦々の小学生に至るま 流行性がなし、。この頂点は庭球でいえばデ杯があるが、

で、校庭を利用し、狭い空地を利用し、はては道路でキ 何といっても医際オリシピヅグ大会というものが全スボ

ヤツチポ ールをしている。こ与にまづスポ ーツというも ーツの頂点であるといってよし、。この大会にある各種目

の L 本質が出ているように思われる。 について、その授をねり 、目標をそこに向けて練習され

野球は、チ{ ムワ ークによる競技として興味があると ている コ水泳、陸上、その他すべてが例外ではない。日

いう以外に、これを見て商白いということ、及びこのま 木内地でな冨体は、また一つの頂点をなしているわけで

ね事は民怖に、手近に、小人数でもできるという親しみ ある 3

が、大衆性をかち得たものであり 、一度、大衆性をかち スポ ーツの種目が時代とともにかわり 、時代とともに

得るとその流行性はますます強大となってくる。この流 その流行性に消長を見ることは当然である。この流行性

行性l土、優勝盃の獲得という事を頂点とし、最下辺は道 は別な言葉でいえば大衆性である。これは頂点から底辺

路上の小学生のキャッチポ ールとしづ形をとるのであ に至るヒ・ラミツド型の体積で計られるという考え方が出

る。そして之に対する所謂フア γ というものは、今日で 来る 。 頂点が高く 、底辺が広い程大衆性がある訳であ

は多少とも関心を持つという者を加えたならば、 恐ら る。ゴルフの如きも、まぎれもないスポーツであるが、

く、 日本国民のうちの過半を占めるので為ろうと恩われ 頂点と底辺との間が狭く 、しかも底辺が、特殊な階級に

る。そして競技場につめかける観衆というものが、この 限られて、大手特性がない訳である。底辺が広くなるため

競技の探算性を袈付け、企業性を与える結果となり 、こ には、安価で出来るスポ ーツであり 、至るところに練習

れは、ま た、この競技の流行性を強化すること与なる 。 や、まね事をする場所が与えられるということが重要な

大阪では従来郊外に甲子園、西宮の球場をもち、市内 条件である 。この前のオリンピツグ迄は、水泳 日本とい

にも数個所の球場があったが、最近は大阪ス F ヂアムの う名をかち得たことは、海国日本のためだといわれたこ

建設によって疎場の完備がはかられてし、る。 とがある。四函に海をめぐらしているということが、水
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対〈に練習の機会を与え、ま た昔からそうであったため

に、伝統の技術金持っていたということも背けるのであ

る。

外国では柔道がはやり出しているときく 。スポ ーツの

種目が、新らしく移入されたり、時代とともに流行が君主

ったりすることは、確かにありうることであるが、流行

の上で、大衆性というものを除外して考えることは不可

能なことである 。流行性の中に、大衆のレグリエーシヨ

ンという窓義が成立し、また、それによる企業性が成立

するのでらる 。

オリ y ピツグにある種目を一応、スポ{ ツと考えると

、こ れらは何れも相手があり 、授を競うということが共

通している。また、何れも技があり、これは肉体的な練

習或は訓練によって上達するのて・ある 。それは、健康を

目的とするか、少くとも健康的なものである。場所的に

いうと、屋外もt . ，り、屋内もあるが、一応、屋外のもの

が多いようである 。スキ ーのま口き特別な冬山を必要とす ・

るもの、ポ{ トとかヨットとか特定な川や海を必要とす

るもの、マラソシの如き長距離を要するものの外は、一

定の場所に集中して存在しうるのである 。

若し建設力さえ為れば、これらをすべて屋内に持ち、

晴雨にか L わらず競技のできるようにすることは、屋内

の空気、温湿度調節の可能となった現代で・は、まことに

都合のよいものであろう 。 しかし、これはスポーツの頂

点としての競技場としては都合の よいものであっても、

それだけでは底辺の大衆性はないわけである 。大衆のと

つつき易い練習場を、屋外、或は単なる空地に於いて持

つことが流行性の基礎であるということは、野球や、 7.1<

湧くからだけでも 、 充分に推測することが出来るのであ

る。

2.  1) クリヱーシヨンとしてのスポーツ

スポーツとは簡単にいえば、運動競技である 。それゆ

え、これによって膏少年は、身心を練磨することができ

るのである 。その競技をするに当ってフェア ・プレ ーの

精怖が養えるものだし、養わねばならぬといわれるので

ある 。これは処世の術として青少年に奨める体育協会長

の訓示に出てくる言葉であるが、 実はスポ{ ツは、そん

な功利的、 道徳的、倫理的な目 的の ために大衆に親しま

れ、流行するものではないという 説に、私は質成したい

のである 。

スポーツは遊底究の 1 種であることは定説といってもよ

かろう 。然し、何故に人聞が生れて間のない時代から、

遊戯をするか。生理学者a しきりに色々の学説をたて L

いるが、私はむしろ、そのようなセ γ サタは人聞が何

故食物を食うかという質問や、何故磁波するかという質

問と向じような質問で、それに対して、腹がへるから食

うのだとか、陵む くては朗日の活動が出来ないからだと

か、それを医学とか、哲学とかで・更に説闘を加えても
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結局それは、人間は食物を食って生き、一定の時間に睦

むたくなって限むるものだという事実を率直に認めるに

過ぎない。質問それ自体がおかしいのてある 。何故遊戯

するのかとしづ質問をするかわりに、生れて聞もない時

から遊びはじめ、人間が死ぬるまで遊戯をしているとい

う事実を把怨すれば充分である。

平凡社の百科辞典の中に野口氏( 土次のようにのべてい

る。 rスポーツとは、一般には、族楽となり 、慰安とな

るすべての運動を L 、う。近代においては、このスポ ーツ

なる言葉: 主、英国から世界に拡まったもので、その語源

はラテン誇から来てし、る 。語本来の意味は P 日常の仕事

から離れて楽しむ" t o l eave off t he wor k の意味で

換言すれば侠楽であり、遊戯である 。従って苦は慰安と

なり、倶楽となるすべての形式を悉くスポ{ ヅとよんで

いた c例えば山野の狩猟、及び戸外運動は勿論、 カード

を玩ぶこと 、切手を蒐集すること等もまたすべてスポ ー

ツであった」

これによるとスポ ーツの意味は昔はもっと広いもので

あったらしし 、。 現在考えられているスポ{ ツよりも、遊

戯とし、う方に近いものであったわけで為る。この惑から

いえることは、スポ{ ヅとは菅も今も、遊戯と同類であ

勺、その一部でらるということで為る 。この遊戯lこ最も

近い範囲のものが都市計画でいうリグリエ ーシヨンに相・

当するので為る c

1928年 7 月28 ヨという臼は、ラサラツツ (L a Sar r ::l z)  

でC . 1.  A.  M.  ( Congr es I nt ernat ionaux d' Archi -

t ecture  Moder ne) の 第 1 回会議が聞かれた日である

が、これは者{》市計画史上1924年アムステルダムで聞かれ

た国際都市及住宅会議で、衛星都市及地方計顧問題が取

り上げられたのに比すべき重要な会議てーあったc この会

議の宣言に

「都市計画 とは集合せる生命( C ol l ecti ve l i fe) の機

能を組織化することでゐる 。 ( 中路)

その機能とは次の 4 つである 。

1. イ主 居 ( Dwel l i ng)

2. 労 働 ( Wor幻

3. 保健!慰楽 ( Recreat i on)  

4 交 通 (Transport at i on) J  

と述べている c 古い都市計画において余り顧みられなか

ったリグリエーシヨンを大きく取りらけ'た点において、

い L かえればヒユ{ マニズムの本質に一歩を進めたとい

う点において重要なエポツグであった。

産業革命以来、工業都市の出現によって目覚まされた

近代の都市計画が、第一に着目したのは工場と住宅の隔

縦であり 、住宅の改善であった。次に漸次雄頭した資本

主義的編成に基いて、商工業の繁栄と 、住宅の静誼との

矛盾の解・決に主力を注いで、きた都市計画の主流は、 これ

らの問題の外にもう一度人間の本質に立ちかえって考え.
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係 1 図 年令別に見アニリ F リエ戸シヨンの極類

る必要のあることに目覚めたのが 1928 年であったと考

えて差支えあるまい すなわち、都市の活動機能を商、工

イ主の 3 つであるとし、 リタリエーシヨンをおそえものと

見ていた退去の都市計画から、 リタリエーシヨンこそ人

間活動の重要な 1 つであると見倣すに至ったのである “

都市計画ではリクリエ{ 会ヨシこそ軍主主な 1 つの生活

活動である。それは遊戯であり、趣味であり、銀楽であ

り、慰安である 。芝居も 、映画も音楽も、ピグニツタも

プラ γ コも、そして今日 L 、う運動競技も、リグリエーシヨ

ンの施設でＺＮｾる。それ故、都市計図的にほ 、 リグリエ ー

シヨ γ の施設をこそ如何; こ都市に配置すベ主がという問

題が、住居地獄や商業地域や工業地獄をどのように配置

すべきかとし、う問題と同じ程度に重姿なわけで・ある 。そ

して、この施設の中にスポーツの施設をどのように考え

るかとしづ問題がその一部として含まれるわけである 。

第 1 図l主ザ ー ト

第 1表 ア メ リ カ22都市の

が“ Can Our  Ci t-

土地利用率表

ies Survi ve ?" 中

住 宅 敷 地 39.::;3 

にのせているリグ

工 場 11 5. 91 

リエ ーシヨンの種

商 業 用 H 2. 38 

類を年令別に示し

鉄 道 11 5. 50 

たものでゐる。人

責主 路 Jγ 33. 61 

間( 土生れた時から

公共用建物 ρ 7.61 

死ぬる時まで、何

公園巡動場グ 6. 3u 

等かの形のリグリ

エーシヨ γ を必要

としている 。そしてこれ泳、かりに理由は説明せられな

くとも、人間生活のまちがいない欲求として認められる

であろう 。その事自体に、人間性を示している c これを

除いて人間生活l土考えられないとまでいえるのである。

3.  リクリヱーシヨンの基本的施殻

1573年スペインのフイリップ 2 世は勅命で次のように

述べている 。 r都市はまだまだ大きくなるが、民衆がリ

ダリエー ショ γ のために行くことの出来る空地を充分に

保留するように 、議会は都市の形を定めねばならぬ。」

この事( 主 . 都市の膨践に よって、ます ます空地という

ものがなくなり 、都市は瓦の波うつ海となってしまう危

険を指摘しているともいえる 。我々市民( 主道路を返って

、住宅と工場の聞を往復していればそれでよいのか。そ

うではない。我々の住居の附近に緑の空地を持ち、職 場

の近くに広場を持ち、幼児は幼児らしく砂場で遊び、学

童; ま学童らしく 、プランコに乗り 、 キャッチポールをな

し朝夕に散歩し、休息することの出来る公園を持つこと

こそ、あまねく市民の欲求するリグリエ ーシヨンの基本

的施設である c

アメリカにおける 22都市の土地利用率は第 1 表のよう

で、ある 。( ザ ー トによる)

世界の大都市を比較すると告書2表〈次頁〉のようて‘ ある。

大阪市の経営する公園(1市勢要覧によると 22方粁で、

市域面積187方粁に対して1. 2%で、ある 。都市計画として

決定ーした商底は( 昭和27年用都市年鐙によると〕約7. 4方

粁で市妓の 4 %に当るわけで、あるが、これは中 々事業に
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第 2 表 世 界 大 都 市 公 園 調

人 口

市 名

(千 人〉

市域面坪積〉

( 千

|  公( 千園面坪積〉

一人図(坪面当〉り公図面積積 ノ

公 君費市域面ニ調査年次

対ス ノレ割合

絡を強め、利用者

に対する駁引力が

大きくなるとい う

利点があげられる

。商庖街は一種の

ショッフ ・センタ

Washington 1，951. 1  98，053. 0  9，619. 0 
9三| 193年0  

New  Yor k 7，369. G 242，768. 0 20，823. 0  2. 82  

Chi cago  3，376. 5  1GO， 592.  3  7，293. 4  2.  16 1930 
ーであり 、この附

近に百貨屈が来る

ことは嘗ては商売

買主として排斥した

ものである が、今

日では、 これによ

って、その区咳の

シヨツア ・セシタ

L ondon 4， 141. 1  91，616. 4  9，637. 4 2. 33 10. 5  1937 

Great London !! ，G75. 7  1，132，716. 4 80，075. 3  9. 34 5. 6  1937 

Paris '  2，!:!71. 4  26，081. 9  6，093. 7  23. 4 1936 

Wien  1，850. 0  82，582. 5  2，937. 3 1. 59 3. 6  1926 

Berli n  4，222. 8 276，295. 0  6，907. 0  1. 64 2. 6 1926  

Moscow  5，000. 0 180，000. 0 43，000. 0 8. 60 23. 7  1935 

ーとしての性格が

強化せられ有利だ

とし て歓迎されて

いるよ うである。

新 京 500. 0  
2，117. 5  4. 24  3. 5  1932 

東 ｾ＠ 6，4G7. G  173，229. 0  91G. 0  O.  14  1938 

( 備考) Moscow 新京は該年次以来計商事業実施中 内務省計画局調 昭和 15年

スポ ーツ・セ Lノ

ターについてもその種績の多くを集める程、セ ンF ーと

しての性絡が強 くなる訳である 。 しか し、 いくつ以上集

ったものがセンタ ーで為るという風には、きめ る必要は

ないであろう 。八幡屋町の大阪運動場よりも 、東長居の

綜合運動場の方が、より センタ ー的 といえ るであろう。

扇町プ ールは、 1 つでもやはり センタ ーと いえるであろ

う。むしろ今日ではセν ターと は企業者が蛍業政策から

名づける、ハヤリ言葉 と見る方が近い ようであ る。すな

わち、最近東京では高輪、後楽園に、スポ { ヅ ・セ ンタ

ーを作るそうであって、私はその内容を知らな いが、少

くとも現在野球場のある後楽園にスポ ーツ ・セ シF ーを

作るということは、野球場以外の各種のスポ ーY をこ 与

にまとめることを一般大衆に印象つ.けるために用いた広

告的、機智的命名であろう。命名は重要な企業の技術で

為る 。アサヒ 、アリ ーナ もその一つの例といえよう。

はならず、現在その19% が完成しているばかりである 。

しかもそれは計画変更毎に縮少せられて行 くのである。

これで4コかるように、 日本では公閣が市内に占める割

合はは非常に少ないのである 。 しかも公園は児童公園、

近隣公園などの小公園と 、普通公園、運動公園等公園乃

至空地が都市内に適当な位置に関連をもって配置されて

こそ、市民が普通的に楽しみ、都市の各部に新らしい空

気を誘導するリグリ エー シヨンの本旨にかなうのであ

る。この基本的施設の配分の上に、その 1 っと して運動

公園があり 、 これが綜合運動場となり 、スポ ーツの頂点

的施設として役立つわけである 。

しかるに、大阪では綜合運動場として計画された東長

居は、競輸場と競馬場? こ占拠せられ、扇町の公園は、そ

の大部分をプ ールに占拠せられている 。こ れで果して

リクリ エー シヨンの綜合され、連絡された配置として、

ょいということができるであろうか。競馬場、競総場ヵ:

果 して健全なスポ ーツの殿堂といえるでらろうか。

公園、空地或は広場こそ、何はさておき大衆の集 り、

楽しむリタリエ ーシヨシの基本的施設で、為る ことに留意

されねばならぬ。

4.  企業としてのスポーツセンター

最近セシタ ーという 言葉がはやる 。シ ョップ ・セγ タ

←、アミュ ーズメント ・セシター、 スポ ーツ ・セシタ ー

等々 。 このセ γ タF とは一つの都市的核でらって、都市

施設を間分する方法として、生ずる区域の概念である 。

すなわち核とは、一定の区域に、同種の施設が凝集して

区域の性格を特徴づけたもの与詩である。多数の凝集に

よって、 ますます、その性絡が明瞭となり 、或る時は便

利さを益し、或る時は相互の競争、啓発によってその性
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企業は、公共団体が作る場合と 、私人が営利的に作る

場合とある 。先づ、私は公共団体がf乍る場合を考えて見

ょう 。

公共団体が作る場合に望みたいことは、セ シタ ーを作

る金があるならば、先づ、都市内の各部、各所に、住宅

地には少く とも 15戸当りに、 幼児の遊戯場(4 0 - 1∞坪〉

4 0 0 -目。戸当りに幼年公園 ( 1，∞0 - 1，5∞坪〉、2C削 戸

当りに少年公園 ¥. 2，{ 別- 2，500坪) を配置し、市内各地

区には、 4 方粁当りに 15，∞0 - 3 0，<削坪の公園を配置

し、運動公園は15，0∞- 3 0，<削坪を都市の周辺部に配置

する。特殊なものとしては150，∞ふ- 2∞，αぬ坪の プノレ プ

場や、動随物園をかねた 自然公園で もできればこれを周

辺部に とる。叉川岸、海岸附近には緑道を配置する。か

くして、 市民が、幼児、青少年、壮年、老人と もに、その



都市で日常、手近かに楽しむことの出来る施設を普遍的

に配置してもらいたいのであるつこれこそリクリエーシ

ヨンの本旨であり、そのためには先づ、ｾ地を確保し、

建築的施設は最少限でも結構なのであるコこのような空

地を確保することもせずに、スポー ツ ・センターの名に

。気負って、大袈裟な屋内体育館を建て 与見ても 、それは

スポ ーツのためのスポーツであってもリグリエ ーシヨン

のためには一方に偏したものといわさ. るを得ないコ

ギリシヤにおけるすリンヒ・ツグの競技はオリンヒ・ァで

B ， C ， 774 からジユピ F 神殿の前庭で行われたようであ

る。ロ ーマに下ると 、競技場の規模は雄大なものとなっ

た。コロ会ウムの高さ l主 150尺あり、大競技場( ザーカ

ス) は長さ 1，3∞ 尺、観衆 15 万を包容するものが出来

た。それがローマの都市の中央部を占め、所謂スポーツ

・センターを作り出したわ: ナでゐる。これらの施設は公

共的施設であるが、これはロ{ マの末期的現象であると

いわれている 。

ローマ の公共施設は、必ずしも大衆のカにより、 大衆

の真の幸福のために施設せられたかどうかは甚だ疑わし

い。史家はロ ー可帝冨のケシランたる都市建設に対して

こつの時期を翻している 。B. C  1世紀ア ウ グスツスが

シーザーの偉業のあとを受け、数々の功労によって大衆

から皇帝の稔号をうけ、アントニオを討ってエゾプトを

私領し、その財力と権力によって、ロ ーマやアテネに劇

場や体育館やその他数々の偉大な建設を した時代と 、帝

国の権威がおいおい地におち、皇帝はいかにして人民の

衆望を集めるかに荻々とし、 その観心をかわんがため

に 、大浴場を建設し、コ ロシウムを建設し、大競技場を

建設した時代で、それはまさにロ ーマ帝国の減せんとす

る前の、はかなき燈の輝きであるとするのである つ

皇帝の意図はどこにあろうと 、市民にはまことに結構

な施設であったことに疑いはない。スポ{ ツ ・セ シタ ー

の形式は多分この時代から形成されたものと思われる 。

今日の公共団体は財政の困難から、ロー マ皇帝のまね

は出来ない答である。大阪の如きは、府と市とが、お互

に市内に市民の福利施設をなして、 大いに恩恵を見せよ

うという希望はあるようであるが、思うにまかせぬ状態

である。然し公共団体は面子の上から、 これらの施設を

しなければならぬ場面が出来る 。それは仮りに国際オリ

ンヒ・ックを引きうけた地元、国体の開催地として決った

場 合、或は国際的競技が特に決った地元の場合である 。

大阪プ ーFレは第 3 の場合であり 、第 2 の場合に柑当す

るものは北九州や名古屋に出来ている 。か 与る機会に出

来た施設は、永くその都市民のスポ ーツの殿堂として役

立つわけであるが、 これを市の中心部に作る必要はない

筈宅、ある。扇町公園の広場をつぶして、プールにしたこ

とは必ずしもほめたことでなないと思う 。 これらの大運

動場は市の周辺の緑地帯の一部として施設することが、

都市計画の全般から考えて望ましいのである 。

次に営利を目的としたスポ ーツ ・セ ンF ーはどうか。

これは公共団体の企業と少しく異るであろう 。先づ採算

' 性である。この見地からすると 、それは当然流行性が考

えられねばならぬ。演技者とともに観衆の数が問題とな

る。 このためには足場のよいことが i つの要件となる。

今 1 つはスポ ーツ ・セγ グーではあるが、その範囲は必

ずしも厳絡なるを要しないでらろう 。所謂アミュ ーズ メ

シト ・センターの性格をもつもの があっても差支な い。

所謂遊園的であるのもよかろう。すなわち、広い意味の

リグリエ ーショ γ ・センタ{ であってよし、。この場合思

い付かれることは賂博的なものである C

ょいとか、わるいとかを別として、 勝負事と、 賂博

は、人間の本徒である。好くとか、好かぬとかは、むし

ろ二次的、後天的な経験に基くものだと考えて よかろ

うコ現; こスポ ーツには勝ち負けがゐる。 E佐れでも勝・つこ

とを好むのである。わざわざまけると いうのは他の不純

な心理に基くのである。まけてもフ エーアであること

が、スポ{ ツの教訪11的なところとされている 。賭博はい

さL かこれと具る 。なるほど i 種の知的要素が賂博の勝

敗を決定する場合もあるが、所謂、遂を当てにするとこ

ろに賂博の本質がある。そこに詐欺的行動の介入する余

地も ある つこの最後の二つは、人間の本能ではあるが、

健全な人間活動を阻害するとしづ理由から、社会悪とさ

れている。かくて、人間の本能といえども社会悪なる限

り排斥されね( まならぬ。た に その境界が甚だまきr らわ

しいのである。

競馬、競輪が好ましいものでないといわれながら、地

方公共団体の財源となっている事実は見逃せな L、。こう

いう事情から、最近の医会に、ハイアライ法案とい うの

が出るという噂さがあった。賂博が風教を害するという

点からいうと 、 よもや医会に出される筈がないと考えら

れるにもか L わらず、金もうけのためには、何ものをも

犠牲にしてよいとしづ別な風潮からすると 、国会に出な

いとも限らないので‘ ある 。そして、スボ { ツ ・センタ ー

という名の賂博場が出現することもありうる駅である。

アミューズメ γ ト・セ γ f^ ーであることはよいとして

も、それだからといって、人聞の弱点をついた賂博場に

までなり 下ることは人間活動の 1 っ としての 1! !J].I エー

シヨンの本旨から排撃されねばならぬ ものと 考える。 リ

グリエ ーシヨシはあくまで、人間の健全な活動でなけれ

ばならぬ。

最近、街にハンランするバチン コは、色々の批評があ

るが、私は、 これはリクリ エー シヨンの欠乏症であると

思うのである。リグロ エー シヨシは決 して、スポ { ツの頂

点たる大運動場や、屋内体育館にあるのではなく 、街の児

童が手近にやれる少野球場や、サラリ { マ γ が通勤の途

上楽しんで歩ける緑の散歩道である。この遊戯や楽しみ

がないために ‘ すこしの時聞を利用 して、メチン コがは

やるのだと思う 。それが単なる勝負事か、賂博かはわか

らない。 しかし、大人には大して害のない、界のないも

のである 。 リクリエ ーショ γ の施設の乏しい今日の日本

の都市においてはコ

む す び

リF リエーシヨンこそ市民の要望である 。 リグリエ ーシ

ヨシの基本的施設は、公園、空地、 広場である 。この リ

グリエ { ショ γ の体系を整えた上でのスポ { ツ ・セン タ

ーは、市民の大衆生活を豊かにするものであるが、そう

でなくて、単なる営利の思い付きと してのスポ { ツ ・セ

シタ ーは、そのま L 今日の敏行文化の象徴で しかないで

あろう。

( 195;3 ・3 ・;)1) (筆 者 市大理工学部教授〕
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「

ン ク リ ー ト 床 の

仕 上 工 法 に 就 て

内容梗概 今回近畿地方建設J奇菅理下の紹本'28年度の

大工事として、尼崎 9 号地区神戸兵姑補給廠新築工事と

して16，∞0坪に余る同ータイプの 7 棟の倉庫新築工事が

着工の決定を見た。そして非公式であるが関西に於ける

最初のジョイ γ トペンチウア( 共同請負〉が認められ建

設 業者 6 社が同一条件、同一歩調でこれを施工する事に

なった。そのうちの最も難工事たる 、コ γ グリ ート 床仕

上工法に就て在来のそJ レタJ レ塗工法と異る所謂打放 し仕

上をする事になり各会社の過去の工事中で特にこの工法

次

好

弘

基

勝

岡

野

本

政

日

岡

組

庖

組

務

村

主

沼
中

松

竹

浅

に関する情報をもちより最良の工法を見出すぺく協議 し

研究する事になり 、夫々 のデ ーター を纏めた もので主 と

してアメ リカ の現在の工法の長所を採る事に した。以下

その仕事例や突E斜袈告である 。

1  コンクリート床の仕上材料

A. 小 径 の 粗 骨 材 の 混 入

り利用していない様である 。街前述の床仕上用 骨材の筒

米国のコ γ グリ { ト床仕上の標準仕様容によれば

1. 基底床版 ( Base sl ab)  

2.  セメント ( Por t1and c e ment )  

3 骨 材 ( A ggregates)

4 混 合 法 ( Mi xt ur e)

5.  fJI' 度叉l主コンシステンシイ (Consi st ency)  

6  打込み締固め方 (PJ aci ng and  Compact ing)  

7. 銀仕上述 ( Fi ni shi ng  by  T rowl i ng)  

8  養生と保護i去 (Cur i ng and Protecti ng)  

9  研出し仕上法 (Fi ni shi ng by  Gr i ndi ng)  

の各項に分 ってその工法が示 されている 。l持に苔国の一

般の工法と 異る点は第 3 項の骨材の項であ る。 床仕上コ

γ グリ { トの骨材が一般 コシグリ ート 骨材と 異る細粗両

材に分けられている 。 叉水セメシト比l土 W j C=44. 5%

以内 となっている 。更に調合比は、容積比にて 1: 1: 2で

ある 。 これ等は吾国現在のモル タFレ塗工法 と大体相似 し

ている 。更に銭仕上前にベル ト掛けする事が規定されて

いる事である 。 これは水平を保持する事及浮水の排除に

有効な る手法であるが、わが国で、は駐留軍 工事以外は余

目を示す と第 1 表の如くである 。

更に混合時間は、 i 分半以上 と指定されている。筆 者

(1): 主広島 A . B.  C .  C . の第 一期工事にこの仕上法を経験

したものであるが、最近砕石の小径のものを組 骨材 とし

て用いる コ ! /t t リー ト配合に関す る実験をなし得る機会

を得、床仕上工法に応用出来るものと考えその懐く概略

につい て報告す るc (( 1)  日 野)

2  小径の粗骨材を使用せるコンクリー卜

粗骨材と してノj 、豆 島主義の10粍砕石を利用 し、砂は淀川

産のものを使用 した。両者の駁水率は2. 6%及び 1. 4% で

ある 。セメント は 浅野セメント を使用した。硬練 りを対

象と した もので型諸にはテ { プノレ振動機 0" 馬 力、'2， 7

OOr .p.m) を用いた。試 験片の大いさは 5 糎 x 10握 シリ

シダ{ である。叉セメ γ トと骨材の配合は重量比で1: 3、

1: 3. 5、1: 4として更に各配合に対 して砕石と砂の配合害1) ，

合 l土

タイ7・A

タイプB

F イプ・c

F イプD

砂 100%

砂 80%

砂 60%

砂 40%

砕石 0 %  

砕石 20%  

砕石 40%  

砕石 60%  

第l ' 表 床 骨 材 の 節 分 lt 粒 度

の 4 種類で更

に之等配合の

節 目|山 i n 1  No.  4 1  No.  161  N o 町 N O.1叫山 i n 1  3/8  i n 1  No.  .4  1  No.  8  

通 過 率 1 100 1  95- 1001  45- 65 1  5 - 15  1  0 - 5  11  100 1  95- 100:  40- 60 1  0 - 5  

百 分 率 ! 日 V I  vu  ｾ＠ .vvl 山 I  V  - - I  - - 11 1  し一一一_ L一一一ー

細 骨 材 組 骨 材

ｎｯ Ｎ の数 字は ｩ 吋をこの 数 で 筈ｾっ た 大 いさを 示す 。

筒 コングリ ー ト骨材の飾分け粒度は第 2 表の遥 りでd; ，る 。4わが国現在の ものは粍単位で多少異る。

第 2 表 コンクリート骨材の節分け粒度 A .  P.  C.  A  ( 1 )  

|尚 4 I  No.  16 1  No.  50 1  No.  1001 12/1叫附 i n 1  3/8  i n 1  No.  4  

19 5 -
100

1… 115- 30 I  : ; - 8 11  ｾ Ｙ ト ＱＰＰ Ｑ 3 5 -
70

1 … |ゴヱ

細 骨 材 粗 骨 材

節 目 1

J!i. JI& $  I  

百 分 率 l

組合せに立すす

る水量は数 種

績に分けた。

この様に各配、

合各水量ーに対

す る実験結果

は庖めて多数ー

2 2  

(  1  )  Amer i c an Por t l and Cement  Associ at i on 
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第 3 羨 使 用 材 料 の 諸 性 質

ニｾ

iti 

，- ・.

箔

始手fj ｈ 寺 ｾ ＲＰ 分

全 | 終 結
2  ｾ＠ 53 

28，: 3 %  71< i社

室 温 21， [ ) 08 

筒突験ぜこよると細、粗)，'J-J;1の混合孟鮮の

強度に及ぼす影 ｹｨｾｾＨ ［ｴ Ｇｍ 令の若い問、ま差異

を認めないが、 7 日以後漸く} ' ，' j 1f とな

り、材令28日に主り 、 タイプ A ;ま5∞k g

j c m旦以上は望めず、タイプ C.Dが最も

効果拘であり授A l 諸の特性とも rFすべき

細骨材の比較的少いものがや、良いｾＭＺが

判る c この実験資糾による場合の高強度

及び施工能主主を得べき好条件としては、

タイプC タイプD の中間1 ' lnち混合E31は

細、組骨材 1: 目、「ば

ペヨ平日 2 7 年 8 月) のものが適当とも

材 令 I i強 さ k g/c m什 考 え ら れ る 。

( 日) I 曲 げ | 圧 縮 .

f白鼠骨材の変化

1  11 ，7  31 ，ヨ

3  29，0  108，0  

7  

b. 細 租 骨 材

1- f f-- I単 位 答 伽

| 比 窓 I __ ， ｾ＠ I  

g/m3 1  a  | 吸 水 率 | 粗粒率 f . m.

llfl ち静石と玉砂利

の差異が強度上に

及ぼす影響は大 し

た差異が認められ

な か っ た。 勿 論

稿，石が各種混合試

験の結果に於て も

優れていた。大体

強度上vこ於て10%

| 会 事E 時 | 荻 乾飽 時 I I  

砂 ( 淀 川 産 ) I  

阿( 小豆島産) I  

M 3 0  !  2. 47 2. 51 L _2:_<j() I  : 3 附

1，印。 I 2. 71 I  2.  77 I  2.  66 I  5. 79 

になる のでこ与で ;主その極く一部を抄録してその大体の

傾 向 を 示 し た いっ街使用材料 Jつ諸性質を表示すれば第

3 表の如くである ゥ

3.  級、粗骨材の混合率

細、断材の具合率が強度及び取立能半に彩挙手ーする事

は J云うまでもない。 これを穆! JX時間 ( 軟皮と祢す〉筏度

喜多の関係も合せて示すと第 i 図の如くなる。但し配合: ま

1: 3 W /C=: : 6% 援準養生 ( 2 C- 2 0"C ) によるものであ

る。更にこの配合細、組骨 tj 混合のr . 立度ギl二次2去の知き

ものである つ

第 4 表 細 ・担混合物の粒度率

種 別| タイ 71 |タイプ B ｾイプ ｃ ｉ タイ 河 Ａ
籾 ・犯の I  S. 100 8  0  I  6  0  I  4  0  I  

割f l " %  I  G.  0  2 0  I  4  0  I  G  0  I  

粒 皮 率 .) ，.，. .)  .. .. ，..， .. ，ＮｾＨ｜＠ 1  ｾ＠ 1 r' l ' . .  I  

f.';;;. "'- I  3. C63 '  4. 16J  4. 659 I  G. 174  I  

を;， f . m.  =  3.  08o 

砂利( 侍石) L m_ =5.  790 

砕石 ｉｾ［ 玉砂利 Ｗ こ比し有刊である Ｓ

ｾＱ 目指也桝 ｴ 刀法特 ｾｯ ｾ .  .' t己正基軸; . {

2 え砂 o  lD AO  ω  80 

S干る m ω  ｾ＠ 20 

一一→ 叙 ゑ 守 正見送金牟 Z

i 曲
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B. 床 コ ン ク リ ー ト 工 法 の 仕 様 書 例

【1】 コンクリート床 ( その1 )

( A) 主と して土木工事に用いた仕様

I  一般規定 ( Gener al  Provi si ons)  

E  技術規定 (Techni 回 1 Provi si ons)  

一般技術規定 ( Gener al  Techmcal  

Brovi si ons) 

コシグロー ト鋪装( C oncret e Pavement )仕上

1 . 一 般

仕上は機微仕上叉はスグリード、フロート、プルーム

による仕上と縁取り( エツヂング〉よりなるものとする。

出来るだけ機械仕上によることが望ましいが機械のない

務冷は公認されているスグリ{ ド ( 定規〉を使用して差

しっかえなし、。過剰の水分を駁収する為にセメ γ トをそ

のま与表面に撒いてはならなし、。金銭( 主補修叉は小さい

間際の充填以外には使用すべきでない。若し使用した時

はその後で金銭を使用した箇所にプロ戸テイングとプル

ーム仕上を施さねばならなし、。表面仕上は完全に混じた

全ての骨材で、間際に無関係な充分平坦な表面としなけ

ればならない。叉表面に水が出ている所は続けて仕上を

してはならな L 、。

2 機 械 仕 上

仕上機は動力で迩転され、プロペラを廻し、側方の型

粋の上か既設のコンタリ ート の上を往復するものとす

る。仕上機の重量や作用による型枠の歪は型枠に一層丈

夫な補強を施すことにより匡正するものとする 。

コングリート (1機械の前方で配分され、華美固させ、機

械は之を削って全く平滑な面にならして下仕上としなけ

ればならない。表面に水が遮綾したり薄いノロが現れる

事によってわかる研過ぎは避けねばならなし、。若しこ

の現象が持続する I専は振動しているスグリ { ドの運行速

度や使方を変える事によって匡正しなければならない。

表面のあらゆる点を少くとも縦に 2 回往復し、磨滅或は

その他の原因による凸凹に対しては機肢を敏速にそして

正確に応じさせて行かねばならない。

3  手 定 規 法 ( ハンド ・スグリ ーデイング)

ハν ド・スグリ { デイング{ 主スグリ{ ド ( 定規) がそ

の上を滑る型枠の間で歪まぬ様に充分堅固な木製叉は金

属性の認可演のスグリ { ドで行われねばならない。

コγ グリートが打たれ、っき固められた後、調密になっ

たコ γ グリ ート は平滑な面に削られ、手定規の使用によ

って下仕上が与えられるものとする。

表面のあらゆる点を少くとも縦に 2 回往復しなければ

ならない。

4. フ ロ ー テ イ ン グ

スグリーデイシグが適正になされても表面に細い起伏

を離す。フローテイングの目的は之等の小さな紋陥を? 脅f

かにし、最後の肌理の細い仕上とする為に表面に充分モ

J レ:!t J レを浮かせることである 。

フロ ー トは厚さ 1 吋、長さ最小 5 択、巾10吋で角を円.

くした板と 、型枠の両側に突出る最小 2 ' ! Rの柄とより 成

る。 フロートはエツヂが斜になっていてその先を表面か

ら上げてあり 、之を前後に動かして使用する。

フロ{ ト仕上( 1 コγ グリ ー トがフロ ー トの重量を充分

支えるだけ回った後でなければしてならない。スグリ ー

デイン グ後あまり早くフ ローテイシグを行うと、フ t -

トが中へ沈んで、汚い跡を残して型枠の方ヘ コングリー

トカ:寄ってしまう。あまり余計にブロ { ト をかけない織

に注意しなければならぬ。フロ { テイ γ グをかけ過ぎる

と表面に水分が遊離しノロカ: 浮んでくる。之等はスラブー

の縁に抑出されるが若しそのま L 残ると粉末状のレイタ

シスとなって耐醐l ' e 性、而J候性が失われる。ブロ { ト さ

れる各セダシヨ γ ( ! 既にフ ロート を済ませたセ P シヨン

と少くとも 5 択は重ね合わせるものとする。

5. 定 規 に よ る 検 査

コγ タリ{ トが未だ塑性状態にある聞にスラプの表面

は直線定規か糸でその平面をテストされねばならな

い。どの様な凹所もすぐ新らしい コングリ ート で埋め、

平らに削りとって、っき固め、そして再び仕上する 。要ー

求されているレベル以上の突出部は削って再仕上げしな

ければならなし、。

6. ブ ル ー ム 仕 上

プル ーム仕上( 主フロ ーテイングの後、所要の肌理を与

える為に附け加えられるものとする。これは矯をかけて

直接表面に触れない様; こして行わねばならない。 1/8
1
寸

より高くならない畝を作る程度の荒いブルーム( ほう

き〕ヵ: 使用される 。プル ームは新しいコ
y グリートの上

を一様に荒い表面にする為にわづかに重ね合わせた何F住

かの条にして軽く ｾ ｉ かね ばならない。フソレ ｻ ミ γ グは金ｦｩＮＮ

装表面が裂けたり異状に荒れたりする状態になる前に、

叉初期の磁化の起る前に終らねばならなし、。

7.  工 、 ソ ヂ ン グ (縁どり )

フ‘/レ ー ミγ グにすぐ引続き型枠に沿ったスラブの縁、

又は図面その他の要求によって指示された継目に於ける

スラプの縁は所要の半径の滑かな円みを持った表面にすー

る為に縁取りの道具で注意深〈 仕上げられねばならな

い。( 第 2 図次頁) くづれたスラプの隅や縁、叉はそのい

他の適当な仕上としてはモルタルの不充分な箇所はぐら.

ぐらの破片や柔過ぎるそ J レタルをすべて除いて荷掃し、

刷 川111川 1111111111川 111川 川 川111111111111111111111111111111111111111111111111111川 111川 川 川 川1111111111111111111111111111111111111111111川 1111111111111111111111111111111111111111111UIII IIII I川 川 111111川 川 川 111111111111111111111111111111111111111111111川 11111111111山 川1・111111; 1/1111砂
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生存 2 写真 床コ γ ダリ{ ト打

第 3 写真 床コングリート打

正しい配合と適当な粕度の混合物か固く充反し仕上げね

lまならなし 、。

道具による不必要ζ きず跡は除去し、縁はすべて? 脅

かに、そして一直線にしなければならな L 、。

君主枠を取除いた後は、どんな担傷の部分も蜂の栄の様

になった部分もセメント ・1 に対して砂: 2 の割合から

なるモルタ ルで充渓しなければならない。縁取りの道具

使用iこ| 祭しては、コンダ リートの厨が境界線の内側で立

上 る様な事にならない様縁の内側には窪く当てる注意が

必要でゐる 。

8. 養 生

仕上が終了したら出来るだけ速か: こ蒸発を妨げ、表面

を太陽や雨や風から護る為に鋪装を被覆する手段が講ぜ

られねばならなし、。使用される養生方法( 主必ず認可を必

要とし、目の荒い布、マγ ト、大鋸屑 ( オガクズ) 、砂

土に よる被覆か表面に水を張る方法がよし、。 どんな方法

による彼波も 7 日開放置し、その問、完全に湿らせてお

くものとする。表面が被覆によって傷つけられない迄に

硬化し Jヒ後でなければ鋪装の上に直接被覆するものを置

いてはいけない。まだ柔らかくてきずのつく物質である

官事 4 写 真 木 銀 押 へ 作 業 中

/ 魚 4成え

モ♂な♂:ム 一ιム手=ふa;j三三:j三王;i三三:?三:;: ii己-.;hi三jじi三;;:;:(UU弘記日id込必ιJLu-;j;ι民: : =込: 与klii

第 2 凶〈

土 又 は

V ングー上の

スF リード

抱

二

ψ

凶

国

一

一

b

ノ

f

c

r

 

仁

川

一
一

在

三

千

リ又お官ジョイント

仕上

7.N九三

型 枠 ノ

第 3 図 型枠上のス F リード

コンクリートを暑い太陽や雨から保護する為には、表面

に触れない様橋掛けさせた軽い覆いが用意されねばなら

ない。震糖 . !l γ ニ γ 酸 ・その他コングリ { トを傷める
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11IJ I!l III II I! ; U; I' : I: IIUI' r. 

物質を含むl枝雀材料は使用してならな L 、っ手抑卒や設備

の不注意な取吸いの危険が予想されスラプの主主を』損傷か

ら護る必要を認めた時、叉は24時間後にコンタリ{ トを

くずす尋i なしには型枠をとる主主が出来ないーことがわかっ

て更に長期間型枠をそのま L にしておくことが命令され

た場合を除いては型砕を24持間後にはずγ 惑がゆるされ

る。

【2 ) コ ン ク リ ー ト 床 ( その 2 )

(B)  (f r om Headquart ers  K obe  Base 0伍ce of  

the  E ngi neer)  

打 方 ; 水平な表面とまbらゆる箇所の適正な厚さを

必要とするコンクリ ー ト床を設定するには適当なガイド

が用意されねばならない。直角方向に滑らせる様こしら

え られた直線定規が凹凸を持った コンクリ ー トの表面を

こすって平に出来る様Jこス F リ{ ドの調整を行うものと

す る。床が土、砕石、或はシシ ダーの盛土の上につくら

れ る場合にはスクリ ー ドは第 2 図 t 前頁) に見られる援

につくられて よし、。

フロア ・スグリ ー ドは大体 6 択の間隔で設けられねば

ならない。スクリ ー ドは盛土の中に押し込まれた遮当な

杭に支えられた細長い板か2吋 x 4吋の小劉材でこ しらえ

てよし、っ床が木製型枠の上に設けられる所ではスグリ 戸

ドは第 3 図( 前頁) の様に作られてよし、。このスグリ ー

ドを支えて いる 脚は型枠に釘付けされねばならない3 何

れ の場合に しても コ'./ tl リー トはスグリ ードの両側に打

ち脚はその中に一時埋込んでしまって差っかえない。 コ

ングリ ー トが硬化する前に、スグ リー ドは除去され、脚

によって後に残された孔は新 しいコングリ { トで埋めら

れねばならない。

【3 】 特 殊 耐 磨 耗 床

( ハ ー ドナ { を用いた床仕上仕様容の一例〉

1  ト ピ ン グ 法

施 工 は 常iこベ ース コシグリ ー トが回る前 iこ仕上るこ

と。

( a )  比率 : 少くとも厚さ 1 吋の仕上り材には、ポー

トラ γ ドセメ ν ト 1 清浄な組位砂 : 2 の割合

とする 。

(b)  容積の計量: 容器で正確に計る事っスコップや

手押: 草で計つてはならない。

清 掃 作 策 も 大阪 ・北区A続 (if 径ピJ" 杭) Ｑｾ にケン ト ク

倒 引 受 し ます 2EE官官lZ1E許-T1そF23ば

努; 5 写真

(c) 加 水 : 最初に乾いたま L 色が均等になるまで混

合し、若し手探の場白i: .主y くとも 3 回は底から混ぜ

かえさねばならない。混合物が濡れる程度の水を加

えて再び良く t見せ' るが此の時混合物がドロドロにな

る濯に水を加えない検充分注意: すること 。

( d)  施工法 : 混合物をつ五け' てj床l亙ヵ: 二子になる様下仕

上 をしてから木俊で主主際や穴がなくなるまでこす り

つけること。

( e)  耐星雲滅仕上 : (200ポγ ドのフエロファッグス〉

と1 袋 (94ポンド) のセメントを乾いた佳良く混ぜ

合 せ た も の を ( 600 平方吹) の床面に振りかけ、 こ

の混合物をよくこすりつけてから金銭で仕上げ、表

面が硬くなり滑かに応き上げられる様になってか ら

艶 出 しを行 うこと 。水分が表団に残っている様な乾

いていない状態では絶な艶出しをしてはならない。

2 モ ノ リ チ ッ ク 法

倉 庫、 自動車修理工場、生産工場、鋳冶所等の床。

(a)  準備 : コソタリ ー ト下地叉( 主スラプには i 吋の

筋を返った砕石を克L ・て 1 : 2  :  4 叉は 1: 2 ; i : 5で

抗合する。之を流し込んで表面を平にし穴や際聞の

ない様に注意する 。但 し6 吋以上の厚さのスラフーで

は% 吋迄の収縮許容浪f支の有る事を考えて置かなけ

ればならない。

(b)  中仕上 : レベルが終ると直ぐ( 100 ポンドの フ

エロフアツタス) :  2 袋 (188ポンド) のセメント : 3

袋の組校砂を乾いた陸奥く混ぜ、が] ( 1∞0平方沢)

の床面に振りかけて電い大きな木銀でこすりつけ

る。止tの場合金銭を用いて( まならなし 、。

( c)  仕上げ : 扱て乾いた信の ( フエロブアツグ ス、

200ポ ν ド) とポ ー トランドセメ γ ト 1 袋 ( 94ポ ン

ド) を良く混ぜて ( 完会: に浸ぜる) ( 1∞0平方択〉

の床面に探り; - ) : . け木銭て‘ こすうつけてから卓ちに金

銭を抑しつける様にかける 。床が固まらないうちに

最后の仕上銀を押しつけるようにしてかける。

3 床 饗 生

業rr しいセメ γ トJ床: : t.48湾問叉はfaがつかなくなるまで

濡らしてはならない タツピ y グが回ってから、鋸屑や

砂を均等に探りかけて養生する 。表 ii ，i 少なくとも 5 日

間言語らして置かねばならなL 、。通銘・床は一週間で使える

が滋しい重量交還にな三遮明経なければ使えない。

1I 11lI 1: : II;n. III I1!/l :i! !l ll II' IIIU' : IIII I! III II I; wm: I Ul l l r : I ! 11I1I 1I・1II 11111111l 1l1l 11111l 11ll 1111111 !l rJll l lUlI l ll lI ll: l!llI illll ll liillll l lllll l lrII III IIIIIII III:II III: II IIIIIIIII III: III IIIIII IIIIIIIIIII ，II!II IIIII ' I川11I ，! l l l l ttl ti l l l l ; l t !l l l l l l l l l l l 日111111111111111111111 :11111111111111111111
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第 C 写真 定規ガイドを Ｓ 本の杭ｾ千鳥に打って止めている点に注意

C. 沖 縄 米 軍 施 設 に 実 施 し た コ ン ク リ ー ト

打 放 し 鎮 仕 よ 床 の 施 工 例 ( その 1)  

この仕上法はE主体の打政し工法と異う、経費が必ず節

約され、在来のモルタル仕上よりはあらゆる点で優れて

いる。ｊｩ ｗ ち肌ｾれが ｽ包ら ず均等且つ正確な仕上が出来

る。外観も美 しく磨滅にも強い。更に床の dead l oad を

減じ構造的にも経済である 。吾国の如く決Mに乏しく労

務が比較的に余っている所では最も採用されてよい工法

である 。

( 1 )  要 具 及 準 備 股 倫

1  定規用ガイド( 仮称〕の設定

l } i " x  3" :程度の木杭を 4 - 5尺間{ こ、地面直熊の場

合は地図に打込み、仮枠上の場合{ 主補強用の方丈を打

って取設け、レベルを当ってガイド Ｈ Ｑ ｾ えＢ x  Ｒ ｽｾ Ｇ つ

を釘付けする 。 ( 6 尺聞に杭打ってレベルを当り、ガ

イドを釘付けして後に、その中間へ千鳥に補強杭を取

付ける事もよい〉高さは地面の場合l主ガイド上端と 、

床仕上天端を揃えるが、叉はガイドを少し上げる 。

(第 6 写真参照)

( 天端をゾロにすると 、スグリード下端についたコン

クリートがガイド上へ乗って来て具合の悪い事もあ

る。〉

仮枠上の場合は、整透鉄筋があるからガイドを上げ

て床仕上天とガイド下端を一致させるか、コがイド下端

と、床仕上天との間に木銀が入る程度の隙聞を与え

て、木銭による均しを容易にさせる。杭11ガイドヵ: 狂

わぬ様、しっかりしたものでなくてはならない。この

為にガイドを挟んで千鳥になる嫌に補強杭を打つ事が

望ましい。ガイドの長さは10- 12尺、間隔は定規長さ

による。

2  定 規 ( スクリード〕

2"  x  4" の真直材、長さは 2- 2. 5湖、両方に柄をつ

ける。ガイ ドが仕上面より上る場合は定規端に切込み

をつけ、 この切込の段は、ガイドより両端で 6 "づっ

伎の遊びをとり 、定笈摺の時に 12" 位定規が長さの方

向に摺れる様にしておく。

3 タ ン パ -

3 寸 5 分角、長さ工尺 2 寸乃至 2 尺の角材の下端に

厚 4 分位の板を 3 枚、下駄の歯の様に角材の長さの方

向に取付け、両端に柄をつけて、 1 人でコングリート

床をタンピングする用に供する。歯の高さは角材下端

から 1.5寸乃至 2寸とする。

制 ＱＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱ 川 ＱＱＱ 川川川 ＱＱＱＱＱ ＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱ 川 ＱＱＱＱＱＱＱＱＱ 川川川川 川 川 ＱＱ ＱＱＱＱ Ｑ 川 ＱＱＱＱ 川 ｬ 川川 ｉｉ ｉＱｉＱ ｉ ｉＱ ｉＱ ＢｩＺ ，・ ｉｬｪｬｬＺ ｬｬ ｲｩｬｬｾＡ ， ｕ ｉｉｉＺＱ Ｑｉｉ ＱＱ 川川川州川山 ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ 川川 ＱＱＱ 川 ＢＢＱＢＢ 川 ＱＱＱ 川 ＱＱＱＱＱＱＱＱＱ 川川 Ｑ ｉＡｬ ｬｬｬ ｬｬｬｬ ｬｬｬｬ 川川 ＱＱＱＱ ＱＱＱＱＱ 川川 ＱＱＱＱＱＱ 川 ｉ ｕｬ ｉｉ 川 ＱＱ ＱＱＱ ＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱ Ｑ 川刷侃
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係 7 写真 Bow- Fl oat i ng 

4. 柄 付 き 木 鐘 ( プ ロー ト)

4 尺 5 寸乃至 5 尺 x 6 " - 7" の平面な板に長い柄を

つける。柄は少し撲むのがよく 1l/4" x 1メ" 位のもの

を、板の中央から斜に打ちつけ、板に方杖をつけて補

強する 。柄は援む様に断面の小さい方が縦になる様に

取付ける。板は下端の角を少し丸めておく 。 ( 第 7: 写

真参照)

5 金 銭

巾4 - 5ぺ 長 10- 12" の鋼鉄製角金銭を用い、最終

摺の時のみ在来我国で用いている仕上銀を用いるとよ

し、。

6. 踏 み 板

2 尺 5 寸 x 8 寸位の板に柄をつけて、金銭摺りをす

る時に、コ ングリ ー ト函へ乗る場合に用いる。

( 11) 施 工 方 法

1. 第 1 固 定 規 摺 ( スグリ ーデイング)

打込函へコ γ グリ ー トを入れ、タ γ ノミーによってタ

γ ピングをして、粗骨材ーを沈める c 英の後直に第 1 回

目の定規摺をして、ヌ端をつける c

2  第 2 回 定 規 摺

第 1 回スグリ ーデイ γ グ後15- 20分して、入念に第

2 回目のスグリーデイ γ グを行う 。 之で大斑を取除

き、直にガイド及杭を取除き 、穴をコンタリ ー トで埋

めて、* 銭でその部分を補修する 。

3  第 1回ポー・フローチング

引きつ r き第 i 回のポー ・フロ ーチシグを行う。之

はガイドの跡を越して突施し、中斑を除く 。

4. 第 2 回ポー・フローチング

3 0 - 回分して、 コングリート面へ指を押し込んで少

ししか入らぬ程度; 二セットしかけた時、第 2 屈のポー

・ブロー チングを行う。

第 8 写真 ポータプノレ グラインダ ー

4∞o 回 転

要目 ( 目立製作所) 4 8 A1 1 0 V  

第 2 回目は鍛鉄製のポ ー・ ブロ { トを使用すると、

より美しく仕上げられる。鋼板は i 分厚程度のものが

よL 、。

5. 第 1白金波摺 ( トラウエリング)

ブロ ーチング後、 コングリ ート 面へ踏板上に乗って

余り沈まなくなった頃、即ちブロ{ チンヂ後、 1 - 2

時間して、 トラウエリングを行いセメ y ト「ノ ロ」を

充二分に表へ浮かせる 。直径 3 択{ 企で 3 枚の金銭が 7 ・

ロベラの僚に廻るセメント ・ブイニツシヤ { を用いる

と、よりよい結果が得られる 。ブイニツシヤ ーの直結

原動機は電動機よりも、内燃機の方がコード等による

仕上面の損傷がなくて、便利である 。

6  第 2 回 金 銭 摺

銀波が立たない様になった噴( 下地の種類、コング

リー トの軟度等に影響されて、時間{ 主一定しなし、) に

第 2 回目のトラウエリングを行い。斑を充分除く c ニ

の時は踏板の動i( 主殆んど残らなくなる 。

7  第 3 回 金 銭 摺

硬化が進んで、銀のか L る最終段階に到った時に最

後の仕上沼を行う 。普通ボ ー・ フロ ーチγ グから仕上

までに 4 - 8 時間を要する 。

8 養 生

仕上を了ってから、 24 時間して、 E少を 6 分厚位撒

き、 2 日間鰍水する c 砂を敷く代りに、床周辺に粘土

で奨を作って、水を張ってもよし、。

9 最 終 仕 上

10- 15 月を経て、 グヲイ γ ダーで空研ぎをすると一

層仕上回は美しく、打継ぎ笥も締麗になる。英の後に

「ハー ドナ ー」を 2 回塗って、 ワツグス仕上をすると

安逸である 。

(111) 施工上注意す可き事項

1.  地面に直接コシダリート打をする場合( 主、セメ y

伺川111111:111111111111川IIIIUIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII III IIIIIIIIIIIIIIII IIl IIIIII!111I 川川111/ 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111:111111川1II II111111111!11IU川川川111111111111111:111111111111111111111111:11111111111111111:1川川11I 111I 11tl lIlII l lIlIlIllIlI l lIlIIlI lll lIIlI!
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官有 4 悶

2 0  

第 6 図 木

第 5 図 プ ロ { ト

ト・ベーストが早く土に殴われ、仕上難い。 この為に

l段水性の地盤上へは、撒水を充分した上に更に防水紙

を敷いた上に、コ ングリ ー トを打つ事が望ましし、。栗

石を張った上へは自演し砂利を充分に入れ、以上の方

法による 。

2.  コングロ ート 配合が余り貧配合になるといけな

い。叉 1 回毎のミキサ ーの配合は均等で、なければ仕上

国の均ーは望めない。

3. スラ γ フ・はう! と国の仕様脅では 3Yz "- 6 " となって

いるが、余り竪練のものは、パイプレ { ターを用いない

限り良好な仕上は望めない。6 " ( 15樋) 乃至8吋2011重) 程

度がよい。

4. 定規を沼る方向は、完成後人が見る方向に直角で

ある事が望ましい。例えばl廊下(主、定規を廊下の長手の

方向に直角に摺る方が出来上った時に見え栄がする 。

5.  骨材についでは砂利は 1" 以下のものが よく、砂

z "x 4- "(定 視 )

2 ") ( 4

/

/  ( 定規かイ ド)

ム｜タ戸 Ｍ ｓｾ｟
ー - - - 事/

告書7 図 金 銭

三三巴三ア

生存 8 図 金 銀

の昆・は多い方が仕上易し、。

( I V)  米国の仕様書に見られる注意事項

1. 過剰の表面水を吸収する為ι 純セメシ ト粉を撒く

事は禁じられる 。

2  フロ { テイングの目的は、定規摺に よる小さい不:

陸を均す事と共に、仕上面へ充分の モルタルを浮かせ

る事にある 。

3.  フロ ーテイシグをかけ過ぎる事は、表面に水が浮

いたり 、薄い 「ノロ」が現れる事に よって判関する 。

この事は版の端が欠けたり 、叉磨滅や風化に対する抵‘

抗を弱める 。

4. スランプは薄い壁、柱、普通の床絞及梁に対 して

は、最ノj 、3
11

J4. "最大を 6

11

とす る。

5.  水とセメ γ トの割合は次の通り

最少セメント量 最 大 水

50袋 470ポンド 6. 75ガロン袋 562ポンド袋

11: ¥111111111111111111111: 111111111111111111“"“ 111111111111111111111111・IIIIIIIIU111“IUUUIIIII Ul IIII“"“"“ 11111“IIUII“III l1l UWUl Ul UlIIlII l lII lllllllllllllllllll lJ lll lI lI lI1I“ 1IIII III UII !I/ IBIIIIIIIIIUIIIII III IIIIIIIIIIIIIIIIJ Ul llllllllll iII llI ll lI l“・1111“"“111111111111111111_
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D. 沖 縄 米 軍 施 設 工 事 に 於 け る

施 工 例

工事によって仕様警の記載が少々具る処もあり施工方

法も幾分相違した点もある次第で吾々の会社 ( 1) として

も第一期の工事と第二期の工事とでは若干具るものであ

った。 (( 1" : 践沼組〕

吾々の工事に対してはコ γ タリートは生練りのコング

リー トをミキサ ー トラツグ によって運搬中練り/ 戸ら打場

所で、軍給されたので、混合比その他は仕様苦言から類准す

るより他ない。 よって之等を仕様留によ って見ると次の

通りである 。

1. 所 要 強 度

コン F リー トを使用によってA 型、 B 型、 C 型に分 類

する。

A 型コ γ グリ ー ト 特殊に指定されたもの

B 型 ゲ 一般鋼筋コ γ グリート用

C 型 ゲ 無筋コ γ グリート用その他

床用としては銅筋コシグリ{ ト床用は型、土問( 無筋)

<t i C 型である。その強度は28日で下記の通りである。

B 型コングリ ー ト

5 ヶ試験体平均最低値 2，閃o #/ロ"

5 ヶの中 1 試験体の最低値 2，∞0 帯/口。

C 製コシグリ ー ト

5 ヶ試験体平均最低値 2，∞0 #10 "  

5 ヶの中 i 試験体の最低値 1，6∞韓/d'

( その 2)

スランプは大体次の三様である e

| 最 少 附 ) 1 最大値( 吋〉

土問その他 massi ve

1  1/2 4  

なもの

厚し、床版
梁 且一を喜 3  5  

事尊い盤、 柱、

3  1/2  6  
普通の床版、 訓当Z九A  

之は一つの工事のものであるが他では次の如く規定し

ている。

パイプレ ーターを使用するコン F リート

| 最 少 ( 吋) 1 最大( 吋〕

一 般 構 造 用 1 2  1  3  

W い 鏑 筋 壁 1 3  1  4  

但しパイプレータ ーを使用しないなら監督官の許可を

得て3ゲ乃至6勺こなし得る つ

苔々の使用したコ γ グリートは大1<' : ，上自己の規定に適合

したものを軍給されたと思われる 。以上全般的に竪練 コ

シグリートを使用する仕様であり、之を根底として施工

法が規定されているものと考えてよ いであろう 。突際に

はスラ γ プは浩干大きいものが多かった思えるが要する

に堅練コンクリートを対象と して施工した例と考えられ

A 型コシタリートでは 5 ヶ平均最低値 3，000非/ 口H る。

1 ヶの最低値 2，500 普/ログ である 。 床の仕上として最も注目に値するのは「コ γ グリ ー ト

.2.  7 . 1 < ヤメント比 打放し金銭仕上』であろう。他の床の施工法も之が基準

7 k とセメシトとの混合比もコシグリートの型によって になるものが多い。先づこの床仕上の実施例を述ぺる。工

具る 。即ち 1 立方ヤ ー ドのコシクリートについて 事により幾分施工仕様に若干の相違があるようであるコ

a. セ メシトの最低盆

B  
型 | ムo "  

M 470 者

C  
型 1.

4
，5 "  

ノノ 423 者

b. 水 盆 ( セメ γ ト1 袋当り〉

A  型 1 6. 0ガロ γ MELユL  50. 0 韓

B  型 | ι 7 5 ρ

"  
56， ヨ 帯

C  塑 | に

"  "  
62，5 非

コンクリートと打放し金銭仕上床

工法の JI民序の大要は

1.  床仕上聞を定め、適宜区分して、 遺方定規を据え付

ける。

2.  コシダリ ー トを打込み遣方定規に拠って均し定規を

使って定規摺する。 ( この定規摺りの前にローラーで均

す場合もある 。〉

3. 木銀をかける。

4.  硬化始めてコ γ グリ ー ト上に乗っても深い跡のつか

ぬ程度になって木銀をかける 。

筒、セメント i 立方択を94封度 5.  金銀を 2 - 3 回かけて仕上る 。

水 1 ガロンを8，33封度 6. 養生する 。

骨材については監替官の指示によるとして明記 してい 之を逐ゑ説関する 。準備すべきものは

ないっ 遣方定規 : 均し定規で摺る場合のガイドである 。

3・ ス ラ ン プ 之は大休12' 前後の間隔に2" x  4 "を用いて据えつけ出来

F ・111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111J 1II1I 111111111111111111111111“I1IIIII IIIIIII II IIIIIII IIIIIIII IIIIIIIIII IIIII IIIIIIIIIIII IIIIIIJIIIII“IJJ I1II1II11I1“"川111川111川1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111““ 111111..... 
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るようにする 。土問の場合にはど- 6' 問に枕を打ち之に

造方定規をとりつける 。この遺方定規はコ γ グリ ート を

ならすため均し定規を摺らすガイドとなるものである 。

之の遺方定規はその天端をコングリ ート仕上面とする場

合とコングリ{ ト仕上国より高くする場合とがある 。特

に銅筋等のため遣方定規を下げられぬときは遺方定規の

天端を上に上げ均し定規の摺る分を下げて工夫する 。

(第 9 、10図参照〉

型枠の上の場合には方杖を打ちつけ丈夫にとりつけ

るc (第11図参照〉

均 l : 定規: 2"  x  4" 長さは 10' - 12' とする。遺方定規

の間隔より 1 尺以上長いものがよい。遺方定規の天端が

コγ 夕日ート函と一致するなら、第12図の如くコシグリ

ート函より上ならば第13図の如くする。( 第12、13図参照〉

第13図の場合沼る分は遣方定規間隔より 6 - 1 9寸短 く

第 9 図

莞 10

第 11 図

第 12 図 第 13 図

第 14 図

コユλ

c=- - - 3 f - 砕

害事15図

主三三t

寸-

ＴｾＵＢ＠ ¥ c==コ 1

ｾ｜＠ l  

ト→ ＯｏｾＯＲＮＧｲ｟ → ｌ

ｾつＢ ，J .  0 庖。，_.

d ・.. ｾ＠ ＧＱＮ Ｎｾ＠ 0 "  .. '  ot. ..・. 0  0 ・

::::=. 

← 第 1( 図i

↑第 Ｑｾ 図

← 係 H 図

↓ 第19図

しておく 。之は定規を沼る時左右にも振るから若干の余ー

裕を必要とする為である 。

木 鏡 : 普通使用される木銀と長さ 3 尺の長い木銀と

ある。 ( 第14図〉

金 鍾 : 普通用いる大型のものと特大のものとがあ

る。 ( 第15図)

均し用ローラ一定規: ( 定規宿りの前に用いる。)

4"メイプをローラーとして定規 ι 同じ位の長さとする。

( 第四、 17、18図)
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実施例について述べることとする。

例 1 : : 最初の工事に於ては幸に間仕切が多く小部屋

の連続であったので各室 ・廊下と分けて施工し得た。矢

の方向に定規摺を進めた。遣方定規は矢の方向に平行し

て室の両端側に据付けた ( 第19函〕

遣方定規を土問の場合は杭を打込み、堅固にして之に

遺方定規2" x 4" を天端をコンクリ ー ト面より上げて水平

に動付ける つ翠J; 枠の上では織強用の方杖を打ち堅田にと

りつける。何れにしても相当の力が加わるので充分堅固

にしておく必要が為る。( 第11図)

当初; 主遣方定規下端がコ γ グリ ー ト仕上面の如く定め

て、 均し定規の下りが了度遺方定規の丈になるように し

た。( 第13図) コンクリートを打込み、之を均しながら

一方から均し定規を透方にすらせて定銀摺を進めた。こ

の場合 4- 5人が並んで定規を各自両手で‘ 持ち左右前後

に動かし乍ら、時々タンヒ・ングし乍ら後退して一室宛定

規摺をしたコ均し定規は遣方の間の部分は遣方間隔より

6 寸短く、左右に動かせ旦遺方をする角7の如き i部分は

外れる程度にし、右に長く延しておく必要があるつかく

して粗骨材を沈め乍ら定規摺を終ると木銀 ( 大 きな木

・銭〕で向一層粗骨材の沈むように、叉モルタルの浮く様

表面を平滑に均す。之が終ってから 3 - 4 時間 ( コング

H ートによる ) して木鍍をかける 。1. 5 尺角の板を数き

人が乗っても余り跡のつかぬ時期に至ってこの板を 2 枚

用意して片足づっ乗せ移動には板を交互に動かして金銭

で均し仕上ける。大体 3 - 4 回順次繰返しかける 。全委主涯

をなくして最後の一回は充分硬くなって摺磨く様なこと

・になり 仕上を終る 。この 2 枚の台にする板は之に 鼻絡を

つけて下駄の如くにして使用したものもあり 、長方形に

して、膝をついてもよい大さにして中腰でなく腰をつい

てやったものもある 。之は職人の工夫、便宜に任せたっ

仕上が終るとあとは養生でゐるが、この上にグラフトペ

ーバー( 叉はタ ーポリシ紙) を敷きつめ砂を 2 吋厚敷し

て 3 日間撒水した。

伊ｾ 2. : 次に第二期工事として施工したものの中大部

屋のものに対しては定規摺に都合のよい様区劃して施工

した例を挙げよう 。

i |; !J  I  

6  

I  

3  

I  

8  

I  

5  

I  

9  

I  
7 1

10 

i  I  

i  

I  I  I  I  I  

{ ラ{ 定規( 第16図) を使用して第17、18図の如くにし

て表面を均し、次に均し定規( 第12、13図) で摺り乍ら

タシピングした定規摺をしてあと木銀、金銭と前記の場

合と同様にして仕上げた。

例 1 と例 2 と比較するとロ ーラー定規を使った方が円

滑に進むようである。例 1 の場合にもロ{ ラ ーの太さを

考えて工夫すればロ { ラー定規も使えると思糾されるコ

定規も第 12 図の方が第 13 図よりもよいように思糾され

る。

例 2 の場合、 4 を打つ場合lこは 1 及 2 の場合の遠方定

規は取除いて l 、2 のコングリ ー トを利用したので、ある。

以上終って 2 週間位経過以后グライ γ 〆ーで空研ぎす

ると一層不陸もとれよく仕上る。之にハードナ{ を 2 回

塗りワツグスをかけて仕上を全く終る。このコシグリ ー

ト打放し金銭仕上ではセメントペ ーストが早く地に駁込

まれるような状態では不具合であるが米軍工事に於ては

土地面に接してコ γ グリ ー トを打つ場合にはその菌には

総てグラフトペ ーメー f叉はタ ーボリ γ 紙) を敷いた上

でコシグリートを打つことになっている。基礎の( 下端、

土問下端等総てである 。〉この点は留意を要する処であろ

う。型枠にしても充分に枠に7. k を浸透させること 。但 し

7. k のあるのは不可としている。施工した例から見るとコ

ングリートの打始めから仕上り迄は大体 7 - 8 時聞を主要

する 。勿論中間の木銭摺から相当硬化する迄待つ時間の

多少遅速のあることであるから多少の変化はあろうが、

施工の段取り上注意を要することであり、夜間作業等の

止むない事情も起るが、 どうしても夜間に入って仕上げ

たものは成績が芳しくないようである。

以上が打放し銭仕上床( Monol i thi c ftoor f i ni sh) でーあ

るが、タイル下地床等に用いられる ( Rough sl ab f i ni sh)  

も金銭仕上する以前の方法を実施し、若し防水層をする

場合には之にやはり軽く金銭摺仕上をする 。

屋根、床版等の仕上である ( Wood ftoat f i ni sh) は定

規摺後、人が集っても概ね大丈夫な硬さになって木銀摺

をして仕上る。 (Coar se aggregat es の見えないよう

に) 但し水分吸収のためセメシトを撒く等は不可。

変電室床等の Smoot h steel  t rowel  f i ni shは、打放

し金室長仕上と殆んど同様であるが充分硬 くなる迄金銭で

仕上る必要はなし、。

観測塔の床に用いられる Smoot h i nt egral  c ement  

ｦｩｮｩｳｨ では 次の配合のコングリ 戸トを用い、之を定 ｾ摺

して硬くなってから木銀沼、金銭摺をして、 打放し金銭

仕上同様に夜く仕上Fずる つ

セメ γ ト l  細砂 1 1/ 4" 目を通り 100目筒を

5  9" ' ; 以上透過せず50目筋10%以上遥過してよいもの

粗砂 : 2  1/8" 内至 3/8" 1/8"  ｾ痛 を ＹＵＥ 透過し 、

図の如くに割り数字の如き順序でとびとびにコシグリ 8 番待1 0 %以上遥らぬもの 3

ー トを打って施工したコこの場合は遺方定規の天端とコ アスフアルトタイル下地は Monol i t his と同様にし

ングロ ー ト仕上面とを同一にした。定規摺りの進行方向 て仕上げた床上にタイルを張った。その時は中央から張

。は矢の方向である。コンクリ ー トを打込み均し、先づロ った。室内温度 > 0
0

タイルは20

0

に温めて張る。 ( 終)
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構 造 技 術 者 は 何 を 篤 す べ き か

本誌 2 月号に掲載された西山教授の「工学はどこに問

' 適を求めるか」の一文を読んで、思いついた健を書いて

見る。勿論本文は系統立てた論法で、西山氏の御意見を

批判しようと思って書いた訳のものではなく 、 叉之が

ー構造研究者の全般的意見の代弁で・ある等 とは更に思わな

い3 唯前記西山氏の文が構造屋に下さった御忠告で・ある

のに鑑み、一構造研究者として私見を述べて見たいと思

ったに過ぎなし、。

西山氏{ 主標題の中に、わざわざ 「門外漢」と ことわっ

て唐られる。漠然と読み流せば、それ迄の事だが、この

三字は{ 中々 曲者である。 r門外淡だから論説に誤謬があ

っても、資任は持たぬJ という意味にも採れるし、 「門

外漢の自分でもそれの事位は分って居るのに、構造屋: 主

一体何をして居るのか」という風に聞えぬ事もない。図

若妻、将棋の類や、或はスポーツ等にした所が、夢中にな

ってやって居る御当人よりも、傍Jこ居る見物人の方が大

勢を把揮して居ることが往々あるから、冷静な局外者と

して、忌憾のない批判をされた西山教授に、儲造屋; ま先

っ・御礼を云わな くてはなるまし、 。

併し、それは兎も角、あの文章で西山氏が抽象的に旦

主極あっさりと片附けられた高慢左僚に、之: 主簡単な問

題なのであろうか。成程、現在の日本の建築界を総括的

に眺めて見ると 、敏行的な幾多の現象が認められる。 学

問としての構造力学は短めて高度に進歩したにも拘ら

ず、工学の終局の目標である所の建設そのもの L 実状

は、前者に比して極めて{ 民級且粗雑であると云う他はな

い。それは一一長も恵まれたこ三の列を除けば一一構造

力学に応用された微分方程式等と; 主会〈縁なき衆生であ

る。何故だろうか。一体誰の責任なのだろうか。構造屋

の罪か、京征工者が慈いのか、叉l i 建築家全般の責任なの

か、或は叉恵まれざる現代日本の国情が然らしめるの

か3 恐 らくはそれ等の凡てが原因となって、現状を誘致

して居るのであろうが、兎に角この学問と生産の隔鱗状

況が、他人の分野をけなす事に依って自らの頭脳のよさ

を誇示しようとする人達に、構造を罵倒する為の好個の

材料を与えて居る事は否めない。

学校を出て、援角法や固定法でラ ーメンを解ける1授に

なったからと云って、まさかそれだけで構造をマスタ {

したと思う人も無かろうが、構造屋とはその様な事だけ

をする人間であると断定してしまう人達も亦間違って居

ると思う。若しも構造専R家が、学問と生面昼程の矛盾

ｩ こ気付かず 、 ｾは知っ て 居ても学問的興味に乏しいから

. . . .  司.

主 井 f彦

強いて触れまいとするような態度がある ならば、之{ 主深

く反省しなければならないが、事実はそうでなく 、その

事を最もよく知って居り 、最も悩み、その距離を縮める

べく最も努力して居る者は、突は専門外の人では無く 、

構造屋自身なのである、 と私( 主恩う。

建築が人間の生活と生産に必要欠くべからざるもので

あるにも拘らず、 これを一つの生産工業として眺めた

時、他の工業一一夕日えば兵器、自動車、或は精密機械の

生産等ーーに比し、科学的に見て数段低い地位に放置さ

れて居る窃の理由に就いては、ままで今夏述べようとは恩

わない。それが建築と云うものに対して、半ば宿命的な

ものである上に、現在の日本の冨情が更に悪い方にアグ

セレレイトして居る。建築とは、この億でも致し方のな

いものなのか 、 若し現状でｾ t . 、けないとしたらその方策如

何、という問題が必然的に惹起されて来るであろうが、

之に就いてf命ずる惑な本文の直接の目的でないから、敢

て深入りしないことにする つ要するに生産工業として眺

めた日本の建築技術なるものは、或る種の局部的処理を

除けば、械に低級旦非科学的と云わざるを得ない。労働

の質とその不均一性と 、それ等; こ対する科学的管理或は

指導の貧困さと 、使用工具の原始性と 、 しかもそれ等の

上に君臨して他のもの L 希望的な方向転換を頭として許

きない 「予算」なるもの、英他々々が折重って醸し出 し

た結論( 現場の仕事) を捉え来って、学問との非関連性

を強調する人々は、確かに構造力学の盲点を衝いて居る

ものであることを語、める 。然し乍らこの事は、 「だから

精鰍な学問等は無用の長物でt . : ，る」という議論に飛隠 し

て宜しいという司王とは別問題である。学問としての構造

力学{ まいくら精敏一一単なる数学的精微のみでなく 、物

理的性状を把握した上で、の精敏一ーであっても、あり過

きrる惑はない、 と私( 主思う。現実がかくかくであるか

ら、それに即応した構造学がよいので、それ以上のもの

は必要でない、 と云うならば、最早や我々の世界には永

遠に進歩と云うものはないっ私は、現在の生産樹f . j の程

度を、上方に引上げる筆引力たらしめる意味に於いて

も、構造学そのものが高度{ じするのはよい惑で、之をけ

なす必要は豪もないと思う。

何や彼やと云うけれども、現代日本の大都市に於ける

高層建築が、仮りに若し、その俸の形態で朋治初年に建

てられたとしたら、どの様なf悲嘆をt仕入に与えたであろ

うかと云う事を想像して見る時、その間( 特に大正末期

以降〉に於ける、構造専攻の諸先輩の真撃な而も縁の下
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の力持的な各種研究の累積が、近代建築の発達の大きな

原動力になった事は疑う余地はなかろう 。勿論それ等の

研究の中には、学問的に細分化されて深く進んだ余り 、

甚しく突際と遊離して しま って現実の生産と一体何の関

係があるのだろう 、と 疑われる様なものもあったに違い

ない。併しこの事を挙げて簡単に世捨人の遊戯と片附け

る事、その事にも叉疑問がある 。

元来、 建築構造学に限らず、科学会般の事柄になる

が、現実に存在す る豆定は存在させようとする現象を究明

する場合に、現状その鐘では余りに複雑多岐でゐって、

到底数学的或は物理約解析の狙 上に乗せ得ないのが常で

ある 。その為或る種の仮定 (之は成るべく現実に近いも

のであって而も簡明である必要があるが) を設けて、問

題を一応テ ィピカルなものに移し、第一段階と しては先

づ之を徹底的に解析す る、然る後に第二段階として突験

( 実際の生産 も亦実験の一種 でゐる) 英の他の方法に依

っ て 先に求めた仮定に 基 く結果の信 ｩｾ 性を確かめる 。 仮

定は結果を誘導 し、結果は叉仮定を検討しつ人この両

者が互に他を牽引し乍ら一歩宛真実のものに近づけられ

て行 く。

之は建築だけの話ではない。神様でない人聞が、兎に

も角に も今日のま寧かしい科学文明を築き上げる迄の過程

に於いて、iiiJ 述の経路を辿 らなかったものが一つで もあ

ろう か。数学的或は物理化学的に解析され立証されたも

の以外には何の価値 も認めない冷厳なる科学の世界に於

いては、真実究明の手法として、まだるっこいがそれ以

外に方法はないのである 。若 しありと云うならば、私は

直 ちにその人の膝下に馳せ参じて教えを乞うであろう 。

が、今問題となっているのは恐らくその事ではあるま

い。建築構造学の場合は、前述の第二段階、即ち現実の生

産とテ ィピカルなものに対 して与えた結論とを結びつけ

る湾鮮を強化す る過程、余りにも貧弱であるところに攻

撃が向けられている様である 。若しも構造技術者が、現

在設けられて居る各種の仮定事項を金科玉条と考えてそ

れから一歩も踏み出す事が出来す.に、徒らに高等数学の

式の展開のみをやり 、学問的興味の稀薄な所謂現場の仕

事 を 見て見ぬ摂りをして過そうとする傾向にあるなら

ば、その人は学者である事は出来ても最早や 「工」学 者

と呼ばれる事は出来ないし、 「門外漢J の手痛い攻撃を

防ぐ何等の方法も講じ得ないであろうが、まさか現状の

儀で満足している構造専ド家 (初学者ならばいざ知ら

ず) が一人でも居ると思えないか ら、単に方向を示唆す

るだけの御忠告なら大して有難いものでもなし、。

現状に飽き足らないものを感じ、現在の構造力学を工

学本来の 目標に向け直さねばならぬ事を痛切に感ずれば

こそ、あの研究会で 、 「現実の構造をみつめよう 」 と云

う学者逮の発言があ った訳でゐろうから、今や新しい何

等かの転換が必要なこ とを構造屋は認めつ L ある 、 と見

3 4  

てよかろう 。此処迄はよろしし、。然し、次に起 る問題は

「みつめ るJ と云う言葉の内包す る真の意味は一体何か

と云う事である 。 iみつめる J とは一体、具体的に何を

する事なのか、 とし 、う事になって来ると 、そのアイデ ィ

アは各人各様であって 、今の所その主流さえも統ーされ

ているとは思えない。

併し乍ら 、短く大雑把に分けて考えると 、現在の生産

過程を何等かの方法に依ってもっと高級化して 、精i教な

学問との距離を絡めようとする翠想主謝仇行き方と、

現実は現実として認め、そのもの L 学問的解析に重点を

置こ うとする現実派的な行き方の二つに大別出来る後で

ある 。前者に属する学者逮は、品質管理とか、労働の科

学的管理とか、施工過程の超機械化とか、工場生産に依

る品等の規絡化とかを提唱する 。結構な事であり 、勿論

必要な事でもある 。然し建築と云 うもの L 持つ宿命的な

特異性一一どんな犠牲を払っても超高度化すべしと云う

要求が科学の他の分野に於ける場合寝強くないーーを想

い、現在の日本の哀れな経済的条件を考える時、 この様

な珪! L t ! ! 主義的なアイデイアが何時実現するかと云う事に

就いて、今の所希望的な見通 しは全然つかなし、。若し構

造研究者が前記の様な研究だけに没頭して 、現実の生産

にもっと目を向ける事をしなければ、結果は彼等の最初

の目僚とは正反対に 、学問と生産の隔綴度を孫々増大す

るとし、う皮肉なものにならう 。

この様な観点から 、私は、現在それに依って大多数の

建築物が生産されて居る所の 、有りの鐙の 、材料及ぶ労働

の質、或は施工条件と云う様なものを直視して 、之を科

学的数学的検討の狙上に乗せむとする事に量点を置 く現

実派的な行き方を採りたい。併し之とても口で云う程簡

単な事柄ではな く、定性的のみでなく現実を数量的に把

握する為には今後どれ程数多くの実験が必要であるかを

思う時、構造研究者のゆくては真にl険しし、。が兎も角、

我々はその険路にいどまなければならなし、。数多い建築 事

物の品質向上と経済化( 安全率の均等化) の為に。

こ ｌ で構造屋以外の建築家に御願いしたい事は、ｾに

批判の為だけの批判を止めて 、もっと協力的であって欲ー

しいと云う事である 。殊に学問と生産をもっと太い鮮で

結びつけようとする問題を、構造屋のみの責任 とみなし

、他人事の様に語られる事が屡々あるのは、どうかと思

われる 。現実の建築を把橿す る為の仕事は、最早や将軍造

屋だけの問題でな く、構造屋も施工樹持者も企業者も政

策技術者も 、その全部が関連性を持つ筈である 。現場実

験とか、建物診断とか、実物破壊試験とかがもっと広範

に行われる事が必要な訳である が、 その為には建築界の

各部門を打って一丸とする強力な研究体制の確立 と云う

事が先づ第一に要求される 。 この事に関して建築界全般 ー

の協力的な努力が払われない限り 、徒らに構造屋だけを

( 38頁へ続< )
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中 期 一 ー そ の 1一 一

大和の飛鳥地方を中心に、征服者一族が栄えた時代か

ら、次第に医家統一の突が上って来ます。第22図は歴代

天皇の宮室所在地をあけe ていますが、突は各氏族の集団

を物語っているようで、す。列えば、被上、. 軽、安倍、金

屋といったところに、荷車我や物部等の大氏族が居て、い

わゆる天皇は、この氏族を干匂隻して順に出ており 、後

世、紀はこれを統合一本化して一系の 天皇のようにし

た、と想像出来ます。

さて、この飛鳥の時代は、仏教が入って来た時であり

叉一方古墳時代の終末期でもあります。例えば古墳は横

穴式石室であります。 ところが、奈良県葛村の水泥古墳

や岡山県美和村の古墳には、棺に蓮華文のあるのカ境見

されています。蓮華は仏教文化のシンボ J レですので、こ

L に古墳文化と仏教文化の交叉が見ることが出来ます。

前者は飛鳥時代、後者は白鳳時代のものです。 こうし

て、文武天皇 4 年 ( AD. 7∞年) に火葬の i制] が出来るま

で古墳時代は尾を引いて行きます。

仏 教 伝 来 の 時 期

仏教が朝鮮に入ったのは A D、372 - 384年となってい

ますので、朝鮮で司大いに栄えて、日本に入ったとすれば、

1 也紀前後の年代が必要だと患います。一休日本は A D

f)l 年から A D 5∞年の間に、シナの文献等に閉記されて

いる分だけでも、 20回近く大陸と交通しています。実 際

にはもっと多く交通していたでしょう 。だから仏教は、

A D 土 380年以降に、入って来る余地はあるわけで‘ す。

第 30 図

坂田寺縁起から事| いた

ら し い 扶 桑 略 記 と い

う 警 に 継 体 天 皇 16年

( 523) 司馬遼等が私か

に草堂を結び、仏像を

安置した。 と脅かれて

いますが、これは欽明

13年 ( 552) より 30年

も前のことです。

この欽朗天皇13年に百済から正式に仏教が入ったとい

う番記の記さいは、少々疑わしく、書記線 さんより以前

AD7 0 3年に脅かれた義浄訳の金光明最勝王経・の文字そ

のま与である ζ とから、信用出来ませんが、大体第 6 世

紀の中頃に入ったことは信ぜられます。

私 寺

飛鳥時代の瓦〈第30函〉が出る祉は、 30- 40個所ありま

す。 ( 奈良時代の寺院祉は約2∞あります。〉さて、この

寺は、全く私的なものとしτ 発展します。 AD5 8 4年 俸

我馬子が百済から将来した弥勃石像を宅の東方の仏殿

に、同じく仏像を石川宅仏殿にまつ L たとし、う記録や、

A D  585年 2 月馬子が大野丘北に塔を建て、舎利を安ず

という記事、同 3 月に物部守屋らの破仏、 6 月桜井寺

( 豊浦寺) を輿し、周回 2 年 (5 8 7) 四天王寺起工等の

記事から見て、全く和寺的性絡を見ることが出来ます。

主主、量是非有寺、元奥寺、法興寺の関係は不明にが、篠我

比関係の氏寺にろう 。叉四天王寺は聖徳太子が物

部ぞ討っすこ礼として、四天王を安置すぺ〈起しすこ

寺とされて い るが、最近の研究は、これを否定し

安倍氏の氏寺とされて い るが、最近の研究は、こ

れを否定し安倍氏の氏寺とされている 。 同様に法

隆寺島、当初は、ずこれかの氏寺であっすこ筈fご。

かくて大化改新の後は、造寺造仏が進み、藤原京時代

には、大宮大寺、薬師寺が建立され、天平になって、平

繊京に前代の氏寺の移建が行われます。以上は、天皇叉

は豪族の手品令な性絡が強く 、本当に氏寺の性格から放れ

キ定

「 ー 武 智 式 鉄 筋 混 凝 土 杭 基 礎 工 l  

特 許 | 日信三角型鉄筋混凝土杭基礎工 |  
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tこ於げる実厳重量
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」ーコ γ ボジツト、バイ ル( 長尺継杭〉基礎工ー|

測量 ・地質調査 ・地耐力測定施工

特 砂 利 充 填 に よ る 特 殊 施 工 法

長 支 持 力 強 大。工事迅速。工費低廉

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取 締 佼 社 長 福 留 並 喜

大阪市西区西長郷北通四丁目をO 細野ピル三六号

電 話 新 町 ⑧ 九 九 五 ~ 九 九 八 番
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イの反抗が活滋化し、 遂に大化致事青

のやむなき事由となります。

といって、改新は、これらドレ イ

叉はドレイ的傾向を解放せんとして

出来ませんでした。それのみか、法

的にこれらの存在を規定することに

なり、封建的ドレイ制度が確立 した

のです。

まづ、公民には、租、席、 調の税

があります、この内、腐である正了

( 21才- 6 0才の男子〉は、食費の自弁

で年10 日から40日間の首都での労働

を呈供します。これで、首都の道路

や宮量生、仏寺の建立に当ります。

第 31図法隆寺磁伝馬子のために造る 第 3! : 1 図飛鳥寺本尊

その下に、専業的な部民が備わず

か残り 、更に下に、奴紳があります。

るのは、国分寺建立あたりからです。

女化を築くもの一一人的資源一一

都市、宮政、邸宅、仏寺等がこの時代の文化の中心を

なしますが、この偉大な生産力のもとは何だったでしょ

う。但し、人民の住居は、いぜん掘立式かごく簡単なも

ので、これは専門家や部民がタッチしませんo 人民自身

が合同で建てます。

さて今なら大資本を投じて、E音負業者が、更に下請を

使って賃金で働かせて建てますが、この時代にそんな制

度はなく貨幣すら無く、若くは和銅前後に出来ても 、ほ

とんど使われなかったのです。

叉、飛鳥前には、部民やドレイが建築に従事さ与れま

すが、大陵から進んだ技術が入り 、今迄のやり方では、

大陸の文化について行けず、しかも当時シナ{ 主既に封建

時代という日本より一歩進んだ政体をもっていましたの

で、支配者逮のあせりがあります。叉、公民、部民を私

有する家族ヵ:栄え、反屋家的けいこう、天皇の 位をねら

う傾向が跡、一万人民は低い生産手段で高度の工芸品

や建築を要求され、その余剰生産力は、すっかりかすめ

取られ、自己の生活が益々貧困化し、公民、部民、 ドレ

奴鉾は豪族や寺院に私有され、ひどいたいぐうで、こく

使されます。奴紳; ま売買され、 ( 1 人稲1C削束位〉逃亡

すれば重刑にされます。これらの文書は正倉院文書、関

市令、諸国E 税綬等にたくさん見出され、大日本古文書

巻1 - 8 に全部集められています。

この奴紳は、全国で i 劉ぐらい、特に文化の高い畿内

には多いでした。

奴併の寺院所有を、文管で見ますと、次表のようにな

ります。封戸 (食封) は、今の村民税のようなもので、

それだけの家から税を寝る権利を持ちます。

鱒

東 大
寺 !

飛鳥寺 f 法興寺〉 不 明

大 安
寺 |

西 大

法 隆
寺 | ωo I  383- 53 

この他に、 大 きい土地を与えられます。

惑絡- 物弘2ga222砕勿ぴ底

創業30年古い歴史と新しい技術

ii 訟法制議長ii) 請負

雲 喜 美 素 工 業 所

大震市東区瓦町Ｈ堺筋Ｉ三和ピｊＱ三階電陪北ｩｬｉｦ ｾＵＸＸＸ 番
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経 済 的 資 源

人的資源と して奴鉾や、公民の腐等があり 、経済的資

源として、封戸がありますが、今一つ寺院には地方豪族

や貸族よりの施入があります。

しかし、施入の本となった経済源は、やはり家族、貴

族の私有民が築いたものであり 、今一つ彼等が高利貸を

して得た利潤によるものがあります。

高利貸にはニ通 りあり 、一つは、出挙稲( すいこ 〉とい

って、務を農民に強制的に貸し 3 劉の利をとることで、

今一つは地方から中央へ収める税をこ・まかして、そのご

まかし分を幾民に貸して高利を取る方法です。 こうして

俊民が貧困化し、次第に庄園農奴と化して行さます。

( このような条件の本に、因縁を説き、諦観を植える仏

教が流行する。〕

こうして家族や貴族は、仏寺に物品を施入します。例

えば、越中の直伊波とい う家族が、東大寺へ、布 2 万反

を施入したと L 、う文容があります。このような女識も亦

極めて沢山残っています 3

更に貴族は、次表のように、極大な生活源、生産源を

持っています。 ( 1 部のみ略記)

位 叉 は 職 国 ( 回令) 封戸〈厳令〉

1  ロロロ 声- 4  ロロロ 80田丁 - 40町 800戸 - 3 0 0戸

正 1  位 80 300 

大 政 大 臣 40  3000 

左 省 大 臣 30 2000 

この他に，奴縛を数十人有す。

このような経済的資源と人的資源から、天皇の内裏宮

殴はじめ、今残る伝法堂の前身、橘夫人邸の一部等が生

産されたので、す。

む す び

これらのことは、良い惑いは別として、歴史の流れと

して卒直に見なければなりません。それと共に、白鳳時

代が、大化という、ともかくも改新の希望にもえた時，羽

であり 、この新しい時代に胸を聞いてシナの新しい行き

方を手本にしようとした革新的な意欲が、やはり白鳳乃

至は天平のすばらしい文化を基く一つの原因であったこ

とを決して忘れ去り否定して( 主ならないでしょう 、しか

し、それを築いた生産力の根源に、生活のギセイのもと

に私役された我々の祖先の学力を、なお更に忘れること

は出来ないでしょう 。

この貴い遺物や遺跡、を 、今一度新鮮な自で見直して見

ましょう。 ( 鋒者市大理工学部滝沢研究室〕

(続〈 。次回は 7 月号に掲載します)

「 ー 京 大 学 生 結 核 サ ナ ト リ ウ ム _ ，1  

設 計 の 素 描 一 一 」

4 月24日の朝日新聞は 「学生結核サナト リウ ムの建設 があった」と報じている 。

へ」と云う見出しをか M ずて次の様に報じている 。「新日 この様に注目されはじめたこの活動のそもそもの起り

木建築家集団N A U京都支部と 京大社会医学研究会等の は勿論，国際学生自治会総連合 I U S の呼かびけに始ま

手により京大で学生のための結核サナトリウム建設の計 っている 。昨年10月 I U S より競技設計「学生サナトリ

函がおし進められている 。すでに敷地の選定も終え、1∞ ウム 」の呼びかけがあったコそこで N A U Kではこれに

床一部に鉄筋コングリートを含んだ木造二階建の設計が ついて検討し突行にか与ったが締切までの矧聞が短かす

進められつ L ある」一方雑器国際建築も f4月号」で「本 ぎた L めに断念し，他方学連本部に締切日の延期を要望

誌10月号( 昨年〉既報の冨機サナトリウム設計競技は目 した。その后この要望が入れられたので3 月に入るや、基

本側関西学生らの要望によりその締切期限が本年 6 月末 礎調査にかかった。叉いくつかの見学会、懇談会を開い

日まで延期された旨，プラ{ グの医際学連本部から遥告 た。京大医学部の教授3 保健所長，学長の協力指導の下
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に研究を進めて来た。 NA UKの態度として， rこの競

技設計にあたり，あくまで‘ 現実に建設するための第一歩

となるものを作ろう 。紙上のプラ γ として止ることのな

い様にJ を決定した。

この競技設計の呼びかけをきっかけとして生まれた設

計運動は，基本調査の中でサナトリウムの実現を要望す

る強い声と支持を得た。 NA UKでは早速もう一度基本

討論を行い 「建築家の仕事が社会の外に，民衆の苦しみ

の外に超然として在るのでなくて，学生が切実にのぞん

でいる健康のための設備の充大， よりよい条件をつくる

運動のために役立せよう 。これと無関係に技術的処理を

考えるべきでない。吾々の作品の中で，学生の要望と建

築の独自なデザイ γ が統一されて追求された時こそ新 し

い建築たるの名をうけるにふさわしいものである 。 自分

の趣味を満足さすために色々と ひね まわされた作品は目

新しさを獲得できたとしても歴史の批判にたいえないだ

ろう」と結論し学長や著名人，学生などに訴えつ与調査し

その中で設計を行ったc こう して局面は新しく建設えと

展開を始めたので‘ あるがこの新しい独自的な運動を用意

したのはむしろ，悲惨な状態を見せつけられている学生

の強い要望で・あったとも言えよう 。「わが国に於て行われ

ている学生の健康に対する設備は決して充分なものとは

言えない。疾病に浸されるやいなや，たどでさえ苦しい

学生々活はしばしば悲惨な結果に落される 。就中学生の

健康上の最大の病気である結核におかされた学生は彼の

学業はおろか一生を悲惨な中で送らなければならない。

しかも学生の中において結核に感染するもの L 数は少な

からざる数にのぼっている 。J

さて建設，実現ということを前にして，これから建て

ようというサナトリウムの概要を一応次の様に考えてい

る。1∞床で 25 床づつのユニットに別たれた木造平屋或

は二階建。言 うまでもなく今日の常識では鉄筋コ γ グー

トが病院の構造材料となっているといっても過言で、はな

いのであるが， 吾々は京大のみで現在療養を必要とす

( 34頁より)

責めて見た所で片附く問題とは思えない。

筒震後に、技術者や科学者と雄も社会人である以上、

歴史の流れに無関係であってよい筈はない。然し乍ら専

門的研究に深く突き進まねば本務を完成する事の出来ぬ

人々に、強烈なイデオロギ{ を要求し、それの稀薄さを

挙げて唯一無二の攻撃点、とする容は果して正しいであろ

うか。今日吾々 が当然の事の様に享受している各種の科

学女聞に基く恩恵( 大砲や原爆の様な有難くない賜物も

あるにはあるが〉は、嘗って気遣いと罵られ、世捨人と

噸笑されたでらろう所の、科学者逮の血の診む努力がも

たらしたものであることを、思い出す必要はないのだろ

うか。

( 筆者大阪ヱ大講師)

酬 側11111111川
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るもの 250名位という現実と資金などの方からくる制

約のため木造を採用 し一部に 鉄筋コング リ { トを含め・

る様にせしめた。叉近年一つの傾向とまでなっている

多床室( 四床或は八床等) をとらず個室一一全体の30%

一ーとニ床室だけに限定した。 これは患者の強い希望を

看護婦との座談会できいて決定したものである 。 これ

は学生のためのサ ナト リウムとしづ特殊性にもよって

いる 。 外国の例に見られるごとくこのサナト リウムの

特殊性は病気の学生が勉強をある限界内で、続け得るため

の秩序をそなえてい る点で， この表現カ;"J 、室爺tとし， 外

に図書室音楽室( 講堂) などを設けること与 して出て来

たとも言えよう。叉当面手術室宏設けないと して処置室

を簡単なものと した。とし、うのは外科療法が増加 しつ L

あるとは言え京大全体で年に数人とし、う割合なら近くの

結核病院でやっても らうべきであるとの意見でらったか

らである 。これ等が苔々の手をつけている京大サ ナトリ

ウムが他学の学生サナトリ ウムの設計と臭っているこ と

である 。すなすち，実現 という線を常に閤持しつ 与副次

的な要素や僧築などによって補えるものをあとにまわし

て追求して行くとし、った点で・ある 。だからこそ敷地 の 選

定に際してもよ述の裏目は貫ぬかれ必然的に宇多野う丘

辺 L 京大近辺のニヶ所を決定したので‘ ある。 ( この外

に取得条件が加ることによって現実の交渉に入るべきな

のであるが まだ進められてない。〕頁数の関係で生半備

な紹介になってしまったが，吾々は自らの活動の中から，

大正，昭和の建築運動が撃やかな半面，民衆ないしは社

会とのしっかりした結合がなかった点が正しい近代建築

の発展をいたずらにひき伸したとし、う弱点，この弱点が

吾々の場合かなり克服されていると言い切れるのでない

かと恩う d しかし現在の処，我々の力は徴弱ででありむ

しろ社会の要望に答えきれないというのがNA U Kの状

態である 。なお第二笑は鉄筋コ γ グリ ー トの高携を予定

している 。実現のリ ーダーシツプをとりっしすばらし

い建物を作るということはきはめて 「革命的 ?J な頭が

必要であることを痛感した。私達の活動に対してどうか・

多数の人々が共感を寄せられんことを切望いたします。

( 京大 NA U K)  

建 築 窯 翼

ユエウ' アース写真工蜜位

森 庄 次 郎

大阪市南区笠屋町長呑地

〈低周防町三休構筋角〉

電 話 甫 @0  2 4  呑
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主 託 会 U  fl Ｔ 時 ｪｪｾ 初日事務所中野外三到も ＺＫ ＲＸ 年度収

支予 'i$: 草案検討

定例理事会 11 円 2 時 於 朝 日 来畑日IJ 会長外11 名

28年lt 収支予 tt 草案「放日向伴氏御遺族より寄附金受領

に関する件 η 事務局職員辞職説補欠の件。役只兎任の

件 。 評議員会開催の件 。 ｾｽｩｩ￭ 己反任命立立事務局換 Ｑ 梓改革

の件。協議記念事業タト諸報告を了しず二つ

女化映画観賞会 12 日 1 時- 4 時 於 大 阪 ガ ス ピ ル 講 演

場本会主明 、 学会支部 、 大阪総設ｾＧ，ｾ協会と共同開催

モスクワの建Z賞、 花咲くウクライナ、音楽一家、美し

きアメリカ 等映写、会する者 500 余 人。主俄者代表大

和常務苅 ｲｾｾ 平閉会後拶後 、 ＱＱ ソ親善協会図辺理事解説の

下に モスクワの建段 よりヒ映、 4 時10分終了 。大和l湾l

: : p : 閉会後拶後解散。脳会迎終了。f勾比機会に埼玉 fmに特

別協力後D.J J?? 頂レナニ大阪瓦斯株式会社、 円本損害保険

協会大阪支部並にこの飽のナこめ悠 :々 r l n; くより資料取得

せツヰルム無料御提供下さつに大阪アメリカ文化セ γ

ター当事者各 t. t に深甚のみ芯{ f 表する 。

建 材 審 査 会 14 日 2 時~大阪駅委 A 集令予而市出中のデ

コラにつき神J E{.主友化工材工業株式会工場[ こ至り同製

品製治行程並原件調査観主主質問応答等研究 Ge年解散っ

当日凶席竹内主判卜 5 委員 っ

教育委員会 18 日 i 時- u 時 於 大 阪 建 設 会 館ご: 階禁足

委員長外15名 1 M存3 回之からの往年長教育に関する座談

会開 ! 被中 野、鷲尾両氏司会の下に別Z誌の. i J i l %ま見開棟、

当日は委 Q並学校側、建設22関係各位で熱心に意凡交

換されに。

‘阪神ピル見学会 20 日2 時~会勢委只会主催の下に新版

神ピル完成直前の建物{ f J I.学、 施工大林組ノj 、田島設計

部長外担当技術員各位の説明後数Z涯に別れ地下より髭

ヒ迄見学しすこ、当日繁雑巾総別の御媛D.J J と御便宜を与

へられた、大林湿関係各位に j字〈御礼申上げる つ

ィｾ宅委員会 ＲＳ 日 Ｒ 時 ｾ 於朝日ピル 、 米国スタル ー ｩ 事

士夫人 ( アメリカ大学建築科卒業〉ぞ中心とし欧米位

宅様式其他に就て座談会開催、 当日赤必イ主宅委員長外

20名出席、赤 絵、中 野両氏司会の下に別攻の如〈有志

［ｾな窓見交換 ｩ｢ つに 。

新評議員会 28 日2 時- 5 時於朝日事務所開催。評議員

井上民治外 7 名委任出席37、 組1事者側 中野順次郎タト

G名出 席( 当日会長副会長住友故 古 岡氏葬儀列席のた

め俄かに支障〉大和常務理事並中野主記代表失々開催

挨拶後 中野王墜事仮議長となり議長l i I lJ 議長選任上程。詮

衡委員制; を決議し詮衡の結果、

議長鈴木末尾。副議長駒敬三選任決定した後当日出席

の駒氏議長となり下記の通り決議しすこっ

. 議 案 ① 役 員m任の件。大林芳郎外 6 名承認、

②副会長及理事選任の件。

llilJ 会長大林芳郎。理事岩崎甚大郎外13名当選

決 定

①常務理事選任の件

中野王盟事より現常務理事大和栄衛31をる 5 月18

日任期満了なるが理事会於て同君再任ぞ申合

せたから任期満了と同時に 111任を承認されずこ

きことぞ述べ議長之ｻｦｾ寄りすこるに異議なく主主

報 (叶3 月 分釣) " 刷 一'一. 日……. 叩叫. 劃' 川"附刷川"川"

成 決 定。

ＰＲ Ｘ 年度収支 予 算の件 ヲ 政調主ｾｾ現司王別主民主寝泊

l明後京$ 必決定。

! 司に当円は折恋しく雨天の中 J'p 中国支部より藤岡汀二

氏和歌 山支部より栂野正春、児島正trf 氏など此の会の

? こめわぎわさ' 出席された御熱心に対し深〈感謝のなを

友する。

午重空会 30 日正午より於大阪ガスピノレ八階食堂本協会

創立記念日を卜してこの日開! 憾。

竹腰会長外45名出席当番幹事長主材部代表 JJ 木理事司会

の下に閉会記念日を祝すとめ乾盃、食後竹腰会長35年

記念事業完遂に宮、 ｉ し感謝し今後の，［［ｾ尿につき協力ぞ熱

望し本円の記念日{ f 祝稲する宵の挨拶があった、次 で

必本俄八氏協| 円談あり? こる後司会者紹介により朝日新

聞社論調委以竹 中一雄氏ソ連問題、日ソ関係、平和問題

日本の立場及円本人としての心得ペき; < j + : s . 誠に興味

深き講演があっすこ、 斯〈て竹腰会長は講師に対し深

甚の謝窓会哀し会民一同に明春の記念日は更に隆必な

らん事ぞ期し会n各位が益々飽符で来年の比日にも多

数御防府ゐらん事を希いす木野Ａｾ閉会の挨拶後解散。

芯Ｚｾ深い記念日の一時ｾ過しすこ ｯ t品T当日参加者一同へ

建材会員山本鐙業i苅広創設35年記念手掛並伊奈製陶株

式会社より陶製灰皿の寄目白あつ＿こ司Ｋｾ紙上を通じＩＡ，｛ く

感d! 1申上げる

関西建材会 G 円5 時 於 朝 日 背 木 幹 事 長9ト小会開催、

保全会問題協議13 日正午より於問所幹事会並 保全会溌

起人会開 li Ji o Ｂ ｾ［Ｍ木幹事長外 ＱＰ 余名 、 保全協会設立中止

の件を議決しにつ

8  i志

2 8 2 時 於朝日事務所大阪府建築士会ノj 、会開 催

6 日3 時 於朝日事務所建築学会近畿支部役只会。

13日 3 !i寺 問 所 協 会 技 術 部門評議員竹内孝タト6 名会

令新年皮役員問題につ き怨談しすこ。

19日4 時 於朝円工学院大学校友会支部役員会令。

20日11時 於朝日地質絢査図表原稿印刷所渡し

委只井上晃、神田編集研文社員 2 名製版所貝 、大

手日常務到1ヰ平等立会、説明 と同時 lニポ ー大 な資料金

部引渡を了す。

2 4 8 2 時 よ り 於 中 央 公 会 堂、大阪府住宅復興促進協

談会主催に係るイ主宅問題につ いて大講演 会開会丙

尾末広、溝口泰次タト政党代是正出説。

同円建築と社会 3 月号出手続発送。

同日会民河村新氏葬儀に大和常務安ll l ] + 戸川書記会葬。

25 同 4 時 於 分 室、事務局員に対 し中野主記代表よ り

理事会決議に依る命記長任命。昇給の件等通達、

大和 常務理より一部所属並匝己資幸子への事を述ベ? ニ

之に関連職員の意見開陳之 どあり 懇 談後解散。
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会 員 河 材

育写真の河村さんと言へば通用する程建築関係

者にはなじみの深レ方で、本会にも早くから入

会され多〈の人々から親しまれていた仁であり

ましにが、本年三月二十三日急然として逝去さ

れた事は誠に痛惜の極みであります、本会が聞

知したのは葬儀当日で周知のE震がなく取教す・大

新 君 の 言 ト

希1常務理事戸 JII 脅記が会葬しました。当日は自

宅で葬儀が営れたが非常な盛儀で故人の徳が偲、

ばれ、なつかし さの感が深かっすこのであります0

2互に謹而哀樟の意ぞ表し、御冥穏をお祈り申上

げます。

算

部

予

之

支

出

牧

支

度年

山

口

δ

E

2

揖

4

不・昭

一

科

会 費

合

編 集 後 記

編集委員の一員とし

て 「建築と社会」の編

集に私の理想を実現す

べきでしたが、日々の

雑務に追われ勝ちにて

甚だしく不勉強、若き

J 方々の御努力により 、

毎号立派なる雑誌が仕i

来上って居ります。

私は建築協会に入会致しましてから妙なる運命で、何

時も編集委員に選lまれました。私は読み易い雑誌、知ら

ず知らずの聞に、建築の常識に富む人を作る様なる雑誌

に致し度いと委員の会合の都度、主強致して参りました

が、高丘の雑誌は誠に此の主張に叶うて居る様に存じま

す。

読者の範囲も相当、広範屈でありますので、若き方々

の専門専門に就き、有益なる御投稿を J . 1 積して下さる時

は雑誌として益々その価値をi曽すこと存じます。

私は建築附帯設備の部門の仕事を専門業務に致して居

りますが、今後の建築( 主此の部門の比重は大変、大ぎく

なりましたので、私等l土奮って投稿し此の部門の知識を

建築界に注入する様に致し度いものと存じます。

平 索、不勉強の私が編集後記の執筆をすることは、裁

におこがましき事でありますが、平素の所感を述べてそ

の責を果たし! 支いと存じます。( 栗原信虎編集理事記)
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科 目
| 学 年 長 11 内 攻 11 学 年 安 |

事務所費
I  Ｖωｏｏｾ ｉｉ 朝日吋料 ｼ 450，oo 

建設会館 ; - 11 180，_000 

事 業 費

雑 誌 費 丸 8仰 O

3，430，0  支部交附金 !I 180，000J  

支部補助金 11 1∞ 000:  

一般事業費 a 250，ooa|  

130， 

事 務 費 587，∞0 3 一金 一 受 230， 

文 房 具 受 35.  

雑 費 II----w.

| 賞 与 240，000

I1  ｧ ｊＡｩｬＺｩｩＱＡＡｾ＠ I  89，000: 間 金 一l諸賦課金 89，000

1

健 保 肌 ∞o

失 f呆 !I 14. 000 

|  諸準備金 1  1… !I退職準備金 11 _
1

… |

| 備品償却費 2，∞o  

1 予 備 費 j 2払 00011予 備 費 |1 222，ooo!  

11  合 官十 | に0肌 00311 令 計 I1 Ｗ Ｎ Ｐ 札 ｾ ｉ

建 築 と 社 会
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